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第一章 緒 論

結核 菌ハ荷 モ交通生活 テナセル人類 ノ禮 内 トソ

ノ周園 ニハ必 ズ存在 ス。況 ンヤ19世 紀末以來、

人類肚會 ノ交通 盆 篭頻繁 テ加 フル ニ至 リ、今 ヤ

地 上筍 モ人類 ノ住 スル所 悉 ク結核 菌 ノ蔓 延 セザ

ルナ シ。

人艦 内 三テ結核菌 ガ最 モ好 ミテ繁殖 スルハ肺臓

ナ リ。 ソノ他肋膜、腹膜、骨,腎 臓等 ニモ繁殖

ス レ ドモ、前2者 二比 ス レバ温 ガニ少 シ。今 ソ

ノ順位 ニ ヨリ人類結核病 ノ多激 ナル モ ノヨリ碁

グ レバ、肺結核 ガ最高位 ニ シテ、肋膜、骨及 ビ

關節 ノ結核之 二次 ギ、次 デ腹膜,磯 膜 ノ結核 、

喉頭結核、腎鐵結核、腸結核、副睾丸結核等 ノ

順序 ナ リ。

顧 ミル ニ結核症 ノ歴 史ハ古 久 太古 ヨリ人 間界

二廣 ク在 リシモ ノ ・如 ク、是 昔「ヱ ヂプ ト」ノ木

乃 伊 二脊椎骨 ノ「カ リエ ス」、或 ハ結核性墜 化 テ

有 スル筋肉 ノ在 リシ事 實 ヨリ推 察 シ得 ル 虜 ナ

リ。又 今 テ去ル約2400年 前.「ギ リシヤJノ 署聖

,ボ 身ラ.え五ハ既 二、結核症 二就 キ詳細 ナル記

録 テ掲 ゲタ リ,ソ ノ後1600年 ノ初 ヨ リ1800年

ノ初迄即 チ約200年 間 ハ、 ジルヴr、 ラIF.

レ ンネ ック氏等 二依 リテ研 究 セ ラ レ、何 レモ少

カ ラザル登見 テナセ リ。殊 二1810年brs'・ 一ル氏

ガ初 ノテ固有 ナル結 節 テ種 々,組 織 中二叢 見 シ,

之 ガ結核 ト關係 アル コ トテ謹 明 シテ ヨリ、結核

ノ原 因拉 二本態 二關 シテ、盛 二研究 セ ラ レタ リ。

解剖學 的 二先 ヅ、 レンネ リク及 ピウ,ル ビ。一雨

氏 ハ、結核性産物 ハ乾酪性髪性 テ示 ステ特 色 ト

ス ト登表 シタ レドモ、同様 ノ疑 化ハ、結 核以外

ノ場合 二於 テモ、起 ル コ トアル テ以 テ、之 ノ こ

轟テへ 結核 テ決定 スル コ ト能 ハザ リキ
。然 ル

ー1865年 ヴ・レZ
_と氏 ガ乾酪性物 質 テ動 物 二接

種 シテ、人工的 二結核 テ登生 スル コ トニ成功 セ

シ以來、結核 ガ傳染 性疾 患 ナル コ ト知 ラ レ、途 二

1882年 掲 乙 ノ磧學 三二杢 氏 二依 リテ結核菌 ガ登

見 セ ラ レ、1眩 二愈 ζ結核 ハ軍 二解剖學上 ノ愛 化

ノこ二非 ズ シテ、結核 菌 二因 ル掲特 ノ傳染 性疾

患 ナル コ ト判 明 スルニ至 リテ、結核 二封 スル世

入 ノ観 念 ニー大慶 動 テ及 ボ スニ至 レリ。

抑 々吾 々人類 が・年 々歳 々病氣 ノ爲 二艶 ル ・数
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ハ實 二大 一 シテ、特 昌結核 昌侵 サ レテ悲惨 ナル

最後 テ塗 グル者甚 ダ多 シ。・而 モ 之 ガ犠牲 タル

ハ、主 トシテ有爲 ノ青年又 ハ肚會 ノ中堅 タル肚

年 ナ レバ、蕾 昌一家 ノ悲劇 ナル ノミナ ラズ國家

ノ損失 モ亦莫大 ナ リMフ ベ シ。更a此 ノ結核

一テ艶 ル ・者 ハ、年 々減 少 セザル ノミナ ラズ、

却 ッテ壇加 ノ傾 向 アリ トィフニ至 リテハ、國家

ノ爲深 ク憂 フベ キ現象 トィフベ シ。 コハ要 スル

ニ個 人 ノ衛 生思想殊 二結核 二封 スル智識 ガ、充

分 昌破達 シ居ラザル謹左二外 ナラズ。是 テ歌米

諸國殊昌珊乙、米國、英國等 昌於 ケル結核患者

ノ逐次 ソノ鍬 テ減少 シツ ・アル事實 二封比 スレ

ノ{、甚 ダ{尼佃正タラザルラ得ズ.。

今妓二彼我 ノ統計ラ掲ゲテ、我國 ノ結核患者就

中肺結核患者死亡鍬 ノ他 ノ歎種疾患 ノソレ昌比

シテ如何 二多キカ、又我國 二於 ケル結核患者死

亡獄 ノ減少 ノ傾向ナキ現状及 ピ他國二於テハ逐

次 ソノ敷 テ減 ジツ ・アル事實 ラ観察 セントス。

我國二於ケル疾患別死亡統計
1

死亡線数 肺結核
ソノ他
ノ結核

性疾患
腸 「チフス」謄膜炎 脳出血及ビ謄軟化 肺 炎 腎臓炎

心臓ノ器
質的疾患 癌

昭和3年 1,236,711 8馬878i3襯 8,780 53,388 102,760 125,787 62,884 37,717 43,234

4年

一
1,261,228 88,440 35,050 8,032 5ら097 108,251 121,181 65,391 38,593 42,497

5年 1,170,867 8⑤082 27,706 8,350 47,532 10ら735 101覧046 63,435 371486 43,536

6年 1.2409891 89,192・ 26,607 8,176 46,296 107,178 129,380 649241 38,080 43,187

7年 1,175,344 879427 31,769 6,954 43,586 107,148 112,681 619360 35,087 43,852

米國二於ケル人口1萬 人二USス)v結 核 死亡率
1

年 ≡欠 1911 1912 1913 1914 1915 1916 1917 1918 1919 1920

全結核 15.9 15.0 14.8 14.7
一
14.6 14.2 14.7 15.0 12.6 11.4

肺結核 13.8 噸 13.0 12.8 12.8 12.8
一

12.4 12.9 13.3 11.1 10.1

コノ統計ニヨリテ明 カナル如 久 我國二於ケル

死亡者縮敷ハ最近年々120萬 二及1'、 ソノ中結

核患者死亡歎ハ12萬 二垂 ントシ、全死亡激 ノ

約10分 ノ1二 相當ス。就中肺結核死亡者ハ年々

9萬 二近 久 全結核死亡敷 ノ74%テ 占ム。實二

肺結核死亡歎ハ、全結核死亡鍬 ノ大部分 テ占メ、

且他 ノ疾患二因ル死亡歎 二比 シ遙 カニ多 シ。而

モソノ死亡歎 タル ヤ年 ニヨリー進一退ハアレ

ド、最近二至 リテ特 二改善減少ノ傾向テ認 メズ。

甚ダ寒心二堪エザル盧ナ リ。

擁ツテ米國二於 ケル趨勢 ラ観ルニ、10敷 年前二

於テ既二、 ソノ結核死亡奉ハ逐年減少 ノー途テ

辿 レルラ知ル。

之等 ノ数字ハ軍=死 亡届 ヲ1基礎 トシテ得タル統

計ノ結果ナ レド.肺 結核ハ慢性ニシテ且又痩化

極 リナキ疾患ナレパ、 ソノ實際 ノ患者敷 二至 リ

テハ果 シテ幾何 ナリヤ。 ソノ實撒ハ到底之ラ知

リ難 シト錐、土∠ヒ竺杢と氏 ノ教 フル如 久 肺結

核死亡鋲 ノi10倍 ガ、治療 テ要 スル程度 ノ肺患者

ナ リト假定 セパ大 ナル過誤 ナカルペ シ。 サ レバ

既 二述 べ シ如 ク、近年全國 二9萬 二近 キ肺結核

死亡者 テ出 シツ ・アル現 状 ナル テ以 テ、肺患者

ハ90高 人 テ算 スベ シ。 サ レ ド我國 ノ實状 ヨリ

観 テ、實際 ノ肺結核死 亡者 ハ、勿論9萬 内外 ノ

少撒 二非 ザルベ ク、從 ッテ全國 ノ肺結核患者歎

ハ100萬 或 ハ ソレ以 上 二達 スA""シ。

カ クノ如 ク、我 國 二於 ケル肺結核 患者及 ピ ソノ

死亡者 ノ、他國 ノソレニ比 シ著 シク多 キ鮎及 ピ

彼 二於 テハ年 々減 少 スルニ反 シ、我 二於 テハ不

幸 ニ シテ何等減少 ノ傾向 ダニ認 メ ラ レザルハ、

國家 ニ トリテー・大損失 タルハ勿論 、之 テ小 ニ シ

テハ各家庭 ニ トリ實 二悲怪事 ニ シテ、大 多撒 ノ

村落地方 ハ勿論、一般聲事思想 ノ登達 セル市部

地方 二於 テモ、肺結核 ハ ソノ家系 テ汚 スモ ノト

見倣 サ レ、 ソノ家族 ノ爽展 二封 シテ支障 テ來 ス

コ トモ稀 ナ ラズ。

凡 ソ何 レノ國 二於 テモ、國民個 々 ノ健康如何 ハ、

直ケ ニ國家 ノ生産能 力二至大 ノ關係 テ及 ボ シ、
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、

延 イテハ國蓮 ノ漕艮 呉關 スル霊大問題 トナルペ

キモ ノナ レバ、國利民縮 テ圖 ル画ハ、第一 昌國

民 ノ健康 ラ基礎 トセザ レノご到底 ソ ノ臼的 チ蓮 ス

ル能 ハザルハ明 カナル鹿 ナ リ。 サ レパ各個人 肺

結核 昌開 シテ正 シキ智識 ラ養 ヒ、徒 ラニ怖 ル ・

ラ戒 メ、 ソノ豫防 二意 ヲ川 ヒ、 又不 幸^シ テ既

昌之 二糀 レル者 ハ、合理的 ナル療養,下 二可及

的速 ニ ソ ノ涛難 ヨリ脆 シ、 コ ノ國民病 ラ國内 ヨ

リ瓢 逐 シ、以 テ結核痢國 ナル不 名碁 子雪 グハ文

明 ラ誇 ル吾 々國民 ノ義務 ナ リ.又 力 ・ル機蓮 ラ

助長 スルハ孫等謄師 ノ貴任 ナ九

今 ヤ紹核亡國論 ヲサ《・叫パ シムルコノ肺結核昌

開 シテ、種々ナル方向 ヨリ之ラ観察 シ以 テ、認

職 デ深 メン レスルハ,決 シテ徒爾ナラザルペシ。

嚢島伊顧幸錐氏 ノ小野寺内科外來患青昌於クル

肺結核殊二喀血二就 テ観察 セルアリ。今 ヤ余ハ

同内科入院患者二於ケル肺縞核 昌關 シテ、多方

而 ヨリ之テ統計的昌観察 シタルラ以 テ、鉱 昌報

告セントスルモ!ナ リ。

第二章 続計的観察

昭和2年1月 ヨ リ昭和8年12月 二 至 ル 満7年

間 二於 ケル、九州帝國大學腎學部小野寺 内科 ノ

入院患 者縮敷 ハ、4400除 人 ナ リ.ソ ノ中、肺結

核 患者 ハ最 モ多 ク494人 ニ シテ全入院患 者 ノ約

9分 ノ1二 相當 ス。更 二肋膜 炎及 ピ腹膜 炎 ノ大

多歎 テ結核性 ナ リ トス レパ、全結核性患者 ノ歎

ハ、1000人 二及 ピ實 二全入院患 者 ノ4分 ノ1ラ

占 ム。

余 ハ コノ494入 ノ肺結核患者 二就 気 種 々 ナル

黙 ヨリ統 計的 二観察 シ考察 ラ 下 サ ン ト試 こ タ

リ。

第 一節 肺結核 ノ男女

性 別及 ビ年 齢 的關係

結核菌ハ人類 テ求 メテ自己ノ生存ラ蒼 定、人類

ハ生ル ・ト共 二、結核菌 ノ散在充満 セル現在 ノ

世上ニソノ身盟 テ曝露セラル ・ガ故三、人盟 二

於ケル結核菌 ノ侵入占居へ 生後頗ル急速 二行

ハ レ、一定 ノ年齢二達スレバ、 自己 ノ盟内二結

核菌 ノ侵入テ蒙 ラザルモ ノナキニ至ル。

原氏ハ、結核菌 ノ傳染ハ生後直チニ行ハ レ、小

見 ノ年齢 ノ長ズル ト共 二急速 一ソノ被傳染者 ノ

歎 ヲ増 シ、満14,5歳 以後 二於 テハ、人類 ノ殆

ンド全部ハソノ傳染 テ免ル ・能ハズ、實 二人類

7生 後 ヨリ16歳 迄ハ結核菌 ノ普遍的傳染 ノ時

期 ニシテ、満16歳 以上 ノ成人 ニシテ、何人 力自

己 ノ盟 内一ハ結核菌 ラ保有 セズ ト揚言 シ得ルモ

ノアランヤ ト喝破 セリ。

然 レドモ結核菌 二億 染 セルモ ノ悉 ク肺結核 ヲ登

スル ニ非 ズ シテ、之 ラ験 スルハ僅 カー ソノー部

分 二過 ギズ、傳 染 卜登病 トハ全 ク別物 ナ リ。

從來種 々ナル統 計 ノ示 ス虎 二依 レパ、 肺結核 ハ

17歳 ヨ リ30歳 ノ間 二來 ル コ ト最 モ多 シ。 サ レ

ド小 見 ノ之 二 羅 ルモ ノモ 稀 ナ ラズ、 又40歳 以

上 二於 テモ叢 生 ス。

呉 、坂本 雨氏 ハ.結 核雁 患 ノ年齢的差別 ハ存在

セザ ル如 ク,事 實上結 核 ノ罹 患李及 ピ死 亡率 ノ

年齢 ト共 二減 少 スル ハ、寧 ロ後 天的免疫 生物學

的關係 二因 ルモ ノー シテ、 又男女 ら ヨリ結核罹

患 ノ差異 ラ認 メズ トイフ。

次 二余 ノ得 タル494人 ノ肺結核 患者 ラ ソ ノ年齢

及 ピ性別 二分類 スレパ第1表 二示 ス如 シ.

コ ノ表 二示 ス盧 二依 リテ明 カナル如 久 男子肺

結核患者 ハ女子 ノソレニ比 シテ僅 カニ多 シ。

第1表 肺結核 ノ男女性別及ビ年齢的■係

凝 〔1男一一 一
子1女 副 男姶 計

15-19師6(13.4%) 54(23.9%) 90(18.2%)『
20-2gl130(48.5%)コ07r47.4%) 237(48.0%)
30-39 53(19.8%) 43(19.0%) 96(19.4%)
40-49 31(11.6%) 17(7.5%) 48(9.8%)
50歳 以上 18(6.7%) 5(2.2%)

づ
23(4.6%)

線 計12鰍54.3%) 226(45.7%) 494

年齢 二就 テ是 テ観 ルニ、20歳 乃至29歳 ノ者最

モ多久 全盟 ノ約牛薮 ラ占ム。次 デ著 シク減 ジ

テ、30歳 乃至39歳lb15歳 乃至19歳 ノ順序 二
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シテ、40歳 以 上 二 至 リテハ、更 二 著 シク減少

ス。而 シデ15歳 乃至39歳 ノ患者 ハ全照 ノ約86

%二 蓬 ス。

更 二男 女各々 二就 テ年 齢別 二是 テ観察 ス レバ次

ノ如 ク、男子肺結核患 者 二於 テ最 モ多 キハ、20

歳 乃至29歳 ノ者 昌テ、約 牛鍬 ラ占 人 次 デ著 シ

ク減 ジテ30歳 乃至39歳 、15歳 乃 至19歳b40

歳 乃 至49歯 ノ順序 ニテ、50歳 ラ越 ユ レバ 更 貞

著 シク減少 ス。

女子 二在 リテモ亦20歳 乃至29歳 ノ患者最 モ多

ク シテ約 牛数 ラ占 へ 次 デ遙 カニ減 ジテ15歳 乃

至19歳 、30歳 乃 至39歳 ノ順 序 ニ シテ、40歳

以後 ハ更 二著 シク減少 ス。

以上 ノ成績 二依 リテ是 ラ観 ル ー一'、男女共"20歳

奎 ハ肺結核罹 患 ノ最適 齢 ニ シテ、30歳 以後 ハ年

齢 ノ長 ズル ニ從 ヒ、肺結核羅 患者 ハ減少 スルモ

ノ・如 シ。

第 二 節 肺 結 核 ノ職 業 的 關 係

肺結核 ノ眞因 ハ結核 菌 ナ リ ト難 、 コ ノ菌 ノ傳 染

テ受 ケタル後、登病 スルモ ノ トセザルモ ノ トア

ル理由 ハ、輩 二結 核菌 ノ多少或 ハ毒力 ノ如何 ニ

ヨリテ ノ ミ之 テ設 明 スル コ ト困難 ニ シテ、 ソコ

ニ誘因 テ考 フベ キナ リ。例 ヘバ全 身 ノ抵抗力 ラ

減退 セ シムル如 キ疾 患、或 ハ身盟 ノ過努等 ソノ

主 ナル モ ノナ レドモ、 ソノ他年齢、職業 モ、肺

結核登病 二封 シテ重要 ナル役割 テ演 ズベ シ。年

齢 二就 テハ前節 二於 テ記述 セルラ以 テ弦 ニハ略

ス ペ シ0

職業 トシテハ、非衙生的 ナル要約 ノ下 ニ ソ ノ生

活 テ誉 ム者、例 ヘバ塵埃 テ含 メル室氣中、又 ハ

換氣悪 シキ閉鎖 サレタル室 内二於 ケル職 業 ラ有

スル者 ハ、肺結核 二罹 リ易 シトィハル。

古來職業 ト疾病 トノ關係 ハ、種 々ナル黙 ヨリ観

察 セラ レ、雨者 ノ間 ニハー定 ノ密接 ナル關係 ア

リ ト考 ヘ ラ レタ リ。例 ヘバ肺結核症 ハ石 工 二於

テ多 ク、之 二反 シ農 業 二於 テ極 メテ少 シ ト考 ヘ

ラレタルガ如 シ。

我國 ノ統 計 ノ示 ス虎 二依 レバ、肺結核 患者 ハ、

銅版、石版等 ノ彫刻、印 刷及 ピ寡眞業 二從事 ス

ル者 二最 モ多 久 次 昌多 キハ教育 二從事 スル者、

第 三位 二在 ルハ綿縣織物、編物等 ノ製 造業 昌 シ

テ、最 モ少 キ職業 ハ、農業、牧 畜.養 獄、林業

及 ビ狩猟 等 ナ リ。是 ラ要 スルニ職 業 トシテハ室

内殊`塵 端 多 キ場所 二多人撒 集 リテ働 ク如 キモ

ノニ多 シ。

嘗 テ伯 林 二於 テ調査 シタル虜 二依 レパ、塵埃 昌

關係深 キ勢働者 ハ然 ラザルモ ノー比 シb2倍 以

上 ノ結核患者 テ出 ス。 但 シ塵埃 二 開係 ア リト

錐 、戸外 生活者 ニハ比較的肺結 核少 久 街路掃

除人、馬 車屋、郵便集配人等 ハ ソノ好例 ナ リ。

外 國 ノ統計 ノ示 ス盧 モ、我國 二於 ケル ト略 ヒ同

檬 ニ シテ、肺結核 ハ石工、桶匠、叢 家、印刷業.

製 本業、理髪業等 二多 久 森 林勢働者、農夫等

ニハ少 シ。

渡邊貞恵氏 ハ、最近 ソノ死 亡峯 ヨリ観 テ、肺結

核症 ハ、比較的 二學生、農業者、含肚員、店員

等 二多 キコ トテ報 告 セ リ。

余 ハ494人 ノ肺結核患者 ラソノ職業別 二観察 シ

テ、第2表 二示 ス如 キ成績 テ得 タ リ。

コノ表 二就 テ ソノ成績 テ観 ルニ、一般商業 二從

事 スルモ ノ最 モ多 ク、無職 ノモ ノ之 二次 ギ、次

デ學 生、 生徒、農業 二從事 スルモ ノ.會 肚員、

看護婦遙 カニ減 ジテ官吏、努働者 ノ順序 ニ シテ、

ソノ他 ハ極 ノテ少 シ。

第2表 肺結核 ノ職業的關係

職 剰患者頑 貯 職剰鯖頑貯

要釜1
9920.1

叢働壽1器1生78116.4

1

1-

132.6

監174

冨

15.0
屠 師 7 1.4

料理業 7 1.4

農 業68 13.8 漁 夫 5 1.0
1

會肚員145 9.1 船 員 3 0.6

看護婦140 8.1 軍 人 3 0.6

官 吏124 4.8 信 侶 2 0.4

余 ノ統計二於テモ、渡邊氏 ノイフ如 ク、學生、

農業者、會肚員等 ノ肺結核 二罹ルモノ比較的多

久 殊 二學生及 ビ看護婦 ノ罹患者ハ合計114名

二及 ピ全患者 ノ約4分 ノ1ラ 占ム。是大學病院

二於テヘ ソノ學生、看護婦等 ノ入院二際 シ便
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利 ナ ル黙 ア,レテ以 テ、一般患者 昌比 シ入院 スル

モ ノ多 キニ因 ルベ シト雛、 ソノ年 齢 ガ恰 モ肺鯖

核 罹患 ノ最適 期 昌在 ル コ トモ亦 一因 ラ 成 ス ベ

シ●

第 三節 肺結核 息者 ノ圭 訴

螢病醤時肺結核患者 ノ訴 フル症候ハ、咳歎、喀

疲、胸痛、呼吸困難 ノ感等 ノ胸部症状ニシテ、

或バカ・ル胸部症状ラ訣キ、全身症歌テ以テ始

ルモノアリ。即 チ原因不明ナル嵐痩、食慾減退、

皮膚及 ピ顔面 ノ蒼白、全身倦恵、疲勢感、樫度

ノ嚢熱、盗汗等aシ テ、時 トシテ突如喀1fi皿ヲ以

テ始ルコトモアリ。

494人 ノ肺結核患者ガ人院=際 シテ、 最モ苦痛

トシテ訴 フル虎 ノモノラ暴 グレバ第3表 二示 ス

如 シ。

第3表 肺結核患者ノ圭訴

圭 訴1例 数 隙 考

咳 顧 158

套 熱 101

全身倦怠感 85

喀 疲 81

微 熱 感 55

喀 血 51

盗 汗 48

肩 凝 42

胸 痛 31
1

中4人 ノ・肋膜炎
ヲ併壁ス

食 慾不 捌27

腹 痛1 22

廠 痩 20

下 痢 19 中7人 ハ腸結核
ヲ併壁ス

哩 噺 16 中8人 ノ・喉頭結
核 ヲ併膜ス

呼 吸困難 15

頭 痛 10

心悸 元進 5

不 眠 4

耳 鳴 4

皮膚 蒼 白 3

眩 章 ,2

背 痛 ..2

胸部歴迫感 2
`

此 ノ表昌示ス盧昌依 レパ、咳歎 テ最多 トシ,登

熱、全身倦忘感、喀疲、微熱感、喀血,盗 汗、

肩凝、胸痛、食慾不振尊 ラソノ主ナルモノレス.

第 四節 肺 結核 ノ症 候

肺結核患者 ノ入院時最初 ノ主訴 昌關 シテハ、前

節 昌於 テ既 昌之 ヲ述ペタリ。今妓 昌於 テハ彼尊

ノ入院後治療縄過中二於 テ訴 フ ル盧 ノ諸症欣

(自覧的症候1及 ピ醤師 ノ槍診 シテ得 タル諸傲候

(他魔的症候)二 關 シテ、之 ヲ敷字的 昌観察 セン

トス。

第一、 自箆的症候

自覧的症候 ハ、主訴二於 テ述ペシ如キモノニシ

テ、 ソノ主ナルモノヲ列暴 スレパ第4表=示 ス

如 シ。

第4表'肺 結核ノ自鷹的症候

症 候 鷹 隣 ザ 症 候 嶋 隣 ザ
一

里 」 引3忽
『一 一

109
_一 一

食慾減退 201 217

喀 輿303 129 頸 痛 164 鰯

全身倦怠感298 91 喀 血 95 390

盗 響27。 133 呼吸困雛 75 蹴

冨 熱 感i235 156

一
胸 痛一 121 鰯一

肩 量L型Lレ174 心悸充進 123 951

睡 眠 障 碍i1461256

一
曜 噺 581269

此 ノ表 二示 ス虎 二依 レパ、入院後二於テモ患者

ラ最モ苦 シムル虎 ノ症候へ 頑刻軟、全身倦忘感,

喀疲、盗汗等 ニシテ、次 デ多 ク訴 フル慮 ノモノ

ハ、獲熱感、肩凝等 ナリ。

之 二反 シ睡眠障碍、食慾減退、頭痛、呼吸困難、

胸痛等ハ之 ラ訴ヘザル者却 ツテ多 シ。而 シテ喀

血患者ハ95名 テ敷 フ。 又假 令ソノ中….喉頭結

核 テ併綾zル 者8名 テ含 ムト錐、嘆噺テ訴 フル

者 ノ比較的多 キハ注目亭値 人ベ シ。

第二、他畳的症候

他畳的症候へ 主治署ガ覗診、燭診、歴診、打

診、鵜診 ノ結果得 タル症候ニシテ、 ソノ主ナル

モノテ、歎字的 二表セパ第5表 二示 ス如 シ。

此 ノ表二示 ス慮 二依 レバ、榮養 ノ障碍 セラレタ

ル者へ 全盟 ノ約三分 ノー二過 ギズシテ、過孚

数 二於 テハ著 シキ榮養障碍 テ認 メズ。頸部 ノ細
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第5表 肺結核ノ他畳的症候
1

露 ＼ 一轡 陽 樹 陰 性一一
榮 養 障 碍11⑱1328

皮 膚 蒼 白 331L
______

197

ll138

256
-

294

頸 部 細 長1

胸 部 扁 】雫1196

頬 部 潮 紅171一 一一 一
46

結 核 性 唇87 13

鐘 江 氏 徴 候1
1

73 28

肺 座 痛 鮎194 26

磐鰹 痛鮎i頭 糊) 92

一

第二肺掘 音腿258i50

水 泡 音 35396
一

結 核 菌 検 出 1381g3

畏 ナル者、胸 部 ノ扁 李 ナル 者 ハ 全艘 ノ約40%

ラ占 ム。皮 膚 ノ蒼 白 ナル者、頬部 ノ潮 紅 セル者

パ然 ラザル者 二比 シ遙 カニ多 シ。抑 々狭長扁 李

ナル胸脈 肋骨 ノ斜 行、細長 ナル胸部、鎖骨 上

窩 ノ陥浸、皮 膚蒼 白、筋 肉拉 二皮 下脂肪登育不

良 等 ハ所 謂肺結核盟 質或 ハ無 力禮 質 ト構 シ、特

二肺結核 二罹 リ易キ禮 質 ノ特徴 トセ ラル ・虚 ノ

モ ノナ リ。

結 核性肩 トハ、 ソノ屑 ガ鮮紅色 テ呈 シ、 恰 モ幼

見 ノ屑 ノ色 二似 タルモ ノニ シテ、之 二反 シ暗褐

色或 ハ煤 色 ラ呈 セルモ ノラ徴 毒性 屏 ト構 シ吾人

ノ匠別 スル虎 ノモ ノナ リ。'

鐘 ケ江氏徴候 トハ、歯鹸 二於 テ血管 ノ櫨張著 明

ナルモ ノニ シテ、鐘 ケ江氏 ハ多激 ノ例 二就 テ観

察 シ、肺結核 二於 テハ特 二多 ク之 ラ見 ル トイヘ

リ。

肺 座痛 鮎 トハ、第二肋間腔 ニテ胸骨 ノ近 クニ存

シ,肺 、肋膜及 ピ氣 管枝 二異常 アリ ト思 ハル ・

時現ハ ル トイハ レ、 小野寺教授 ハ 「ル ンゲプ ン

ク ト」}命 名 セラ レタ リ。

讐部座鍛 へ 小野寺教授 ノ登 見 セ ラレシモ ノ

ニ シテ、腸 骨櫛 二沿 ヒテ コレヨリ約3乃 至4糎

下部 二在 リ。 コノ歴痛 鮎 ノ中等陽性(什)及 ビ強

陽性(柵)ナ ルハ、胃又 ハ十二指腸 二於 ケル潰瘍

ノ存在 テ殆 ド確 實 二示 スモ ノナ リ。余 ノ統 計 二

於 ケル強陽性17例 、 中等 陽性2r例 ハ.胃 又 ハ

十二指腸潰瘍 テ併殺 セルモ ノナルペ シ。叉弱陽

性189例'・ 、ソノ罷温 ノ上昇 セル爲 ナルrkseク,是

小野寺教授 ノ槻温37度5分 位迄 上昇 シ身禮違

和 ラ感 ズル時 ニハ、到 ル膚 ノ駆痛黙陽性 ナル コ

トア リトィハ ル ・ソノ例 二入 ルモ ノナルペ シ。

結核性屑、鐘 ケ江氏微候 、肺1腿痛貼等 二關 スル

主治警 ノ記載 ハ、全患 者 ノ僅 カー部分 二過 ギザ

レ ドモ、 コノ表 二掲 グル虜 二依 リ、是 等 ノ症侯

ハ何 レモ肺結核 二於 テ、多 ク現 ハル ・モ,ナ ル

コ トテ略察知 シ得ベ シ。

第 五 節 肺 結 核 ノ遺 傳 的 關 係

肺結核 ノ褒生 二遺傳 ガ大 ナル關係 弓有 ス トイフ

設 へ 遠 ク ヒボ クラテスニ湖 ルモ ノニ シテ、實

験 留學 ノ勃 興以前 二、寧 ロ人類 在 リテ以來所謂

縄 験的 二信 ゼ ラレタル虎 ナ リ。郎 チ肺結核 ラ遺

傅病 ナ リ ト目 シタルハ、結核 菌褒 見以前 ノ第19

世紀 末迄 ノ誤 レル 観念 ニ シテ、彼 ノコ・ホ氏 ノ

結核菌獲見 ニ ヨリテ、肺結核 ノ登 生 二へ 結核

菌 ノ博染 ガ必要 且ツ充分 ナル條 件 ナル コ ト明 カ

ニセラ レ、而 モ細菌學理 ノ愈 々問明 セル今 日島

在 リテハ、細菌性疾 患 ノ遺傳 スペ キ理 由 ナキコ

ト全 ク明 カナ リ。 タ ・'肺結核 患者 ノ子 孫 へ 然

ラザル者 ノ子孫 二比 シ、結核 二罹 リ易キ艦 質上

ノ弱鮎 ラ享ク テ生ル ・ハ事實 ナ・リ。換 言 ス レパ.

艘 質 ハ遺博 ス レドモ結核病 ハ遺博 セズ。人 類 二

於 ケル結核菌 ノ艦 内侵 入ハ、悉 ク生後 二起 ル問

題 二過 ギズ。

サ レド結核 ノ家系 ニハ.他 ノ所謂非結核家系 二

比 シテ多薮 ノ肺結核患者 ノ登 生 スルハ事實 ニシ

テ、古今東西 ニ ソノ例多 シ。是肺結核 ノ遺博 ス

ト考 ヘ ラル ・二至 リシ第一 ノ原 因ナルベ 久 結

核家系 ノ家族 ハ非結核家系 ノ家族 二比 シ、傳染

ノ危険 二曝 サル ・コ ト多 キ ト、弱 キ盟質 ラ享 ク

ル トニ因 ルモ ノナルベ シ。 サ レバ肺結核患者 ノ

子女 モ、生後 直 チニ之 テ離隔 セパ、 ソノ結核罹

患 李 ハ健康者 ノ子 女 二於 ケル ト異 ナ ラズ。

尚現 今 二於 テモ、癩病 ト肺病 トハ遺傳 スルモ ノ

ト信 ズルモ ノ多 久 殊 二結 婚 問題 ノニ大障碍 テ

成 スハ吾人 ノ往 々経験 スル虚 ナ リ。
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然 ラバ余 ノ調査 セル結果 ハ如何。494人 ノ患者

ノ中 ソノ家族(父 、母 、組 父週,、同胞)轟 肺桔核

患 青 テ有 スルモ ノハ108名;シ テ、 カ ・ル家族

歴 ラ有 セザル モ ノハ344名 ナ リ。即 チ肺結核"

侵 サ レタル近親者 ヲ有 スルモ ノ、所謂結核家 系

昌艦 人ルモ ノハ、 全肺絃核 患者 ノ約4分 ノ1・・…一

過 ギズ シテ、大部 分 ハ非結核家 系 二隠 孔ルモ ノ

ナ リ。

勿論是等少激 ノ例 テ以 テ直 チニ全般 テ律 ス ル能

ハザ レドモ、余 ノ場合 二於 テハ、非帖核 家系 画

届 入ルモ ノ・肺結核雁 患 ガ.結 核家系 二贋 人ル

モ ノ ・ソレニ比 シ遙 三 力多 キ事實 ハ之 テ認 ムル

"ラそ尋ベ シ
。

第 六 節 肺 結 核 ノ豫 後

肺結核 テ以 テ不治 ノ疾患 ト同 八 ル 世俗 ノ誤解

ハ、治療上 ノー大妨害 タル ノミナラズ、肺結核

蔓延 ノ・一大原因 テ成 ス。

肺結核 ガ自然的 二治癒 スル疾 患 タル第一 ソ確 澄

トシテ、病理解剖學 上 ノ動 カ スベ カ ラザル實際

ノ所 見 ア リ。即 チ結核 以外 ノ疾 患或 ハ不 慮 ノ災

t蝸=テ 蜷 レ'xル 者 ノ屍禮 ラ解剖 スルニ頗 ル多鍬

ノ屍艘 二於 デ、既 二全治 シタル肺結核 ノ病竈 テ

褒 見ス。例 ヘ バ、 プル.ク ハル ト氏 ハ、結核以

外 ノ疾患 二因 リテ死亡 シタル1262人 ノ 屍盟 テ

解剖 シテソ ノ100人 ノ中91人 一、叉ゼ ⊥二

氏 ハ、500人 ノ屍禮 二於 テ、ソ ノ100人 中98人

二結核 ノ既 二治癒 シテ搬痕 テ形 成 セルモ ノテ褒

見 セ リ。是等 ノ既 二治癒 セル籏痕 子有 スル屍禮

二就 キ、 ソノ生前 ノ駄態 テ詳細 二調査 セ シニ、

多 クハ生前 ニハ、著 シキ喀血、登熱、咳歎等 テ

訴 ヘズ、 自 ラ肺結核 ナルコ トテ知 ラズ、又何等

ノ治療 テモ受 ケザ リシ バ ナ ラズ、時 二衛生 上

極 メ テ不良 ナル生活 ラ迭 リタルモ ノモ少 カ ラザ

リキ。此 ノ事實 ヨリ観 ル ニ、肺結核 ハ醤療 テ要

セズ シテ屋 篭自然的 二治癒 シ得 ル疾 患 ナ リ トノ

事 實ハ何等疑 ラ挾 ム コ ト能 ハズ。

次 デ肺結 核 ガ自然 的 二治癒 スル疾患 タル第2ノ

確詮 ハ、凡 ソ人類 ノ殆 ド総 テへ 満20歳 迄 二

必 ズー度 ハ肺結核 二傳染 スルニ拘 ラズ、人類 ガ

加瀦 核 ゐテ死亡 スル敷 へ 全ノ、頽 死亡激 ノ10分

ノ1iモ 達 セザル ノ鶏9實ナ リ。

肺紹核 ノ不治 ナ ラザ ル理由 ハ他 二多 ケ レドモ、

以上 ノニ理由 ハ動 力λペ カラザル實鐙 昌 シテb

實 二肺結核 ノ治療 λベ キ疾患 ナル事實 ノ根構 テ

成 人モ!ナ リ。

肺結核 ハ カク!如 ク自然的 昌治纏 シ得 ル疾患 ナ

リ。殊 晶ソ ノ痢竃 ノ廣汎 ゐ渉 ラザ ル間 二適當 ナ

ル治療 テ施 七バ,全 治癒 二移行 スルモ ノモ ア リ.

況 シテ臨躰的治癒 ハ梶症 二於 テハ決 シテ稀 ナ ラ

ズ。

更 二最近喀 疾 二於 ケル結核菌鐙明蚊 二X光 線 槍

査 一 ヨリ、肺 結核 ノ早期 診噺 ニー層 ノ進歩 テ來

セル結 果、現 今 二於 テハ以前 二比 シ本痂 ノ豫後

二關 シテハ、逼 カニ良好 ナル結果 ラ示 スニ至 レ

リ。

サ レ ドソノ病勢 ノ進 ム●二從 ヒ、治癒 ハ盆 々困難

一 シテ、既 二廣汎 ナル肺臓 部位 ノ侵 サ レタル姐

キ場合 ニハ、 多 クハ死 ノ韓鰭 ラ トル モ ノナ リ。

余 ハ494人 ノ肺結核患者 テ、 ソノ豫後 良好 ナル

モ ノ及 ピ不良 ナルモ ノニ分 チ、更 二之 ラ全治、

軽快 、死 亡、不髪 二分類 シテ第6表 二示 ス如 キ

成績 ヲ得 タ リ。

第6表 肺結核 ノ豫後`'e

豫 後 良
281(56.99・)

全 治123(4.7・ グ

輕 快 258(52.2ク 。)

逸 後 不 良
213、43.1%)

死 亡 86:17.を6)

不 礎 12725.7%、
,

此 ノ表 二示 ス虐 二依 ツテ是 ラ観 ル ニ、 ソノ豫後

良好 ナルモ ノハ不良 ナル モ ノニ比 シテ多 ク、殊

二全肺 結核患者 ノ約 牛敦 ハ軽快 ノ経 過 ブ トレル

モ,ナ リ。

之 二反 シ臨躰的全治者 ハ 僅 カニ4.7%二 過 ギ

ズ。又死亡者 ハ縮計86名 ニ シテ全盟 ノ17.4%'

二及 ビ比較的多 シ。

是大學病院 テ訪 フ患 者 ノ中 ・討 ・、地方 ノ醤師 ノ

久 シキニ亙 ル治療 ニ モ拘 ラズ病勢 依然 トシ テ進 』

こ、比較 的重症 二陥 リテ後 入院 スルモ ノ多寺 鼻

因 ルベ シ・又病勢不髪 ノ患者 ノ比較的多 キへ
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入院 日撒短ク、 ソ!病 獣二何等 ノ影響 テ見ザル

ゥチニ退院スルモノ多キ爲 ナルベシ。

第 七節 肺結 核 ノ死 亡率

494人 ノ肺結核患者 ノ中、86人 ノ死亡者 テ出 シ

第7表

タルコ トハ 前節 二於 テ 逃ベ タ リ。 コノ86人 ノ

死 亡者及 ピ更 ニソノ死亡率 テ男女性別及 ピ年齢

別 二観察 ス レバ第7表 二示 ス如 シ。

肺 結 核 ノ死 亡 奉

】 男 子 女 子1男 女 合 計
}　 一 一 一

瀦 釧 死亡剃 死亡剥 榔 酬 死亡剃 死亡串年 齢1患 韻1死 亡酬 死亡拳

15-19歳 36 7i19.4% 54 10 14.8% 90 17 L8.9%一
20-29 130 23 17.7 107 21 19.6

一
237 44 18.6

30-39
--

40--49

53 8 15.1 43 9 20.9 96 17 17.7

31 5 16.1 17 1 5.9 48 6 12.5『
50議 以上 18 2 11.1 5 0 0 23 2 8.7一
線 数 268 45 16.8 226 41 18.2 494 86 17.4

唱 、

即 チ男子死 亡数 ハ45人 幽 シテ、 女子死 亡撒 ハ

41人 ナ リ。男粛共 二20歳 乃至29歳 ノ者最 モ多

久 全死 亡数 ノ牛以 上 テ占ム。次 デ多 キハ男子

二於 テハ30歳 乃 至39歳s15歳 乃 至19歳 ノ順

序 ニ シテ、女子 二在 リテハ15歳 乃至19歳 、30

歳 乃 至39歳 ノ順 序 ナ リ。 女子 ニハ50歳 以 ヒノ

死亡者 ナ シ。

更 二全饅 ノ死 亡率 ハ17.4%ナ リ。 而 シテ15歳

乃至19歳 二於 ケル死亡李 ハ最 モ高 クシテ、次 デ

20歳 乃至29歳 、30歳 乃 至39歳 ノ順序 ニテ、40

歳 以 ヒニ至 レバソ ノ死 亡李 ハ著 シク低下 ス。即

チ死亡率 ハ年齢 ト共 二低 下 スル傾 向 テ示 ス。

次 デ女子 ノ死 亡李 ハ18・2%ニ シ テ 男子 ノソ レ

ハ16.8%ナ リ。 即 チ女子 ノ死亡卒 ハ 男子 ノソ

レニ比 シテ梢 、高 シ。

而 シテ男子 二於 テハ、15歳 乃至19歳 二於 ケル

死亡卒最 モ高 ク、次 デ20議 乃至29歳 、40歳 乃

至49歳 、30歳 乃 至39歳 ノ 順序 ニ シテ、50歳

以上 ニテハ ソ ノ死 亡李 ハ急 二著 シク低下 ス。

女子 二在 リテハ、30歳 乃至39歳 二於 ケル 死 亡

率最 モ高 久 次 デ20歳 乃至29歳 、15歳 乃 至19

歳 ノ順序 ニ シテ、40歳 テ越 ユ レバ、ソノ死亡卒

ハ急 二著 シク低 下 ス。

翻 ツテ肺結核患者死 亡卒 テ、東西 ノ統計 二依 リ

テ観 ル ニ、掲乙 二於 テハ男子 二多 ク、瑞西 ニテ

ハ大差 ナ ク、我國 二於 テハ女子 二梢 ㌃多 シ。而

シテ又 之 ラ年齢別 二比較 スレバb5歳 乃至20歳

ノ嚢育 盛 リニ在 リテハ、女子 二多 ク、 ソ ノ後 ノ

働 キ盛 リニハ男子 二遙 カニ多 クノ犠牲者 テ出 ス

ハ各國共通 ノ事實 ナ リ。勝矢氏 へ 肺 結核患者

死 亡数 テ年齢別 二観察 シテ、男 子糖 結核死 亡 ノ

最高牽 テ示 ス囁間 ・、、20歳 乃至24歳 ニ シテ、

女 子 ニテハ15歳 乃至19歳 ナ リトイヘ リ。

第 八 節 肺 結 核 患 者 二於 ケノレ

浮 腫 出 現 ト死 期i'

病 勢著 シク進 ミテ、到底恢復 ノ望 ミナキニ至 レ

バ、患者 ノ家人 ハ、 ソ ノ除命幾何 ナルヤ テ知 ヲ

ントシテ、主治署 二執拗 二迫 ルコ トア リ。此 ノ

際吾人 ノー言 ハ頗 ル重大 ナ リ。殊 二肺結核 ノ姐

キ慢性 ニ シテ、 且 ッ慶化極 リナキ疾患 ノ豫後 テ

決定 スル ニ當 リテハ.常 二極 メテ愼重 ナルテ要

スルモ ノナ リ。或 バー見既 二敷時間 テ出 デズ シ

テ死 スル ヵ,如 ク見 』ル重症 二拘 ラズ、 ソノ後

歎 ケ月或 ハ ソレ以上 モ生存 シ、 ソノ病状 モ著 シ

ク輕減 スルモ ア リ。或 ハ之 二反 シー 見族復 ノ望

け 充分抱 カ シムル患者 ニシテ、2、3週 ノ後、

突 如死 ノ轄蹄 テ トルモ ァ リ。

吾 々臨躰書家 ガ患者 ノ死期 テ判定 スルニ當 リテ

ハ殊 二心臓 ノ状態 テ顧慮 ス。心臓 ノ衰弱 ノ結果

ハ、先 ヅ足背 二浮腫 トシテ現 ハ レ、塗 二全身 二

及 プ。故 二俘腫 ノ出現殊 ニソノ褒現部位 デ観 レ

バ、心臓機能 ノ衰弱 ノ状態 テ略察知 シ得 ベ シひ
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從 ツテ浮腫 ハ死期'団定 剃封 シ、頗 ル重大 ナル意

義 テ有 スルモ ノナ リ。小野寺教授 ハ.顔 面 鳥浮

腫 出現 ス レバ1週 間 ユテ、足背 乱軽度=毅 スレ

バ4週 間、彊度 二現 ハル レバ3週 間、脚部 ・=搬

現 ス レバ2週 間内=死 ノ到 ルテ宣 セ ラル。 カ ク

ノ如 ク殊 二肺結核 ノ如 キ慢性疾患 ∴於 テハ浮腫

ハ ソノ死期 テ判定 スル ニ重要 ナル役割 ラ演 でル

モ ノナ リ。.

余 ノ死亡者86人r.就 キ、浮腫出現 ト死期 トノ距

雌 テ観察 セル傘吉果 二{衣 レバ弓欠ノ如 ク自ρチ、浮腫

ガ足背 二出現 シテ ヨリハ卒均21日b手 二搬 シテ

ヨリハ14日 、顔面=襲 現 シテヨ リハ10日 ニテ

死 ス。

第 九 節 肺 結 核 二因 〃喀 血

肺結核 二於 ケル種 々ナル症候 ノウチ、患者及 ピ
'

家人 ノ最 モ注意 テ喚起 スルモ ノハ喀 血 ナ リ。殆

、ド無心 ノ小見 二於 テモ、血液 テ見 レバ驚 キ騒 グ、

況 ンヤソ,血 液 ガ咽喉 ノ深部 ヨリ出.ヅ ル時、成

人 ノ驚 クハ甚 グ當然 ノコ トナ リ.「 血 テハ イタ」

Mフ コ トハ假令 何等 力他 二理由 アル揚合 二於

テモ、大 多撒 ハ無條件 二肺病 トシテ見 ラレ、而

モ喀血 ハ肺病 ・ウチ、既 二救 フベ カラザルモ ノ

1トシテ眺 メラル ・モ ノナ リ。從 ツテ家 人近親 ノ

恐 怖 ハ勿論、患者 自身 ノ心配 ハ精瀞 的 二更 二病

勢 テ檜悪 セ シムル コ トアリ。 サ レド喀 血 ハ俗 間

一畏怖 セラル ・程恐 ル ・一足 ラザ ル モ ノ ー シ

テ、勿論大喀血 ナ レバ ソノ爲 一.或 バー時 二病

璽 ノ櫨 大 スル恐 レナ シ トセザ レ ドモ、血疲乃至

少 量 ノ喀血 ハ、決 シテ恐 ル ・一足 ラズ。何 トナ

レバ、喀血 ハ肺結核 ノ如何 ナル時期 二於 テモ來

リ得 ルモ ノニ シテ、病愛 ノ輕重、性質 ノ良否 ト

ハ何等 ノ關係 モ ナク、極 メテ輕 症 ナル 肺尖 「カ

タル」ノ経過 中 ニモ 當然起 リ得 ル 症候 ノー・ナ レ

バ ナ リ。鶏 或 ハ喀疾 一 テハ左程意 二介 セザ リシ

患 者 モ. 、蝕 ラ見 レバ大 イニ驚 キ、 ソノー瞬 間

二於 テ御 己 ノ疾 患 ノ正饅 テ直罷 シ、 自己 ノ將來

全 ク暗憺 タルテ畳 ユル モ ノナ リ。 サ レド彼 バー

時 、極 端 二失望落臆 ノ絵 リ自暴 自棄 二陥 ラ ント

ス レドモ、 ヤガテ確固 タル振 生 ノ決心 テ固 メ、

自毅的 禺巌IEナ ル療養轟着手 ス。故a初 期昌喀

lfi1ノ維験 ラ有 スル患者 ノ養生法 ガ最モ堅間 ニシ

テ忽耐強 ク、 ソノ像後モ亦佳良ナリ。實際統計

上昌表ハ レシ出昌依 ツテ槻 ルモ、初娚昌喀血セ

シ患者 ノ全治昌達 スルモ ノ最 モ多 シ。

コノ喀頭皿ハ肺精核二於テ最モ多ク來 レドモ、結

核以外 ノ肺疾患例ヘパ,肺 「ヂス トマ」.肺壌疸、

肺腫瘍殊二肺臓箔肺炎等 ニモ起 リ、又血行器疾

患例ヘパ、動振贈,倫 帽機膜病.肺 動脈硬化尊,

或 ハ又出血性素因例《・パ,紫 斑病、壌血病、血

友病等一モ來ルモ ノナ リ。殊 二肺 「ヂストマ」及

ピ肺壌疽 二於 テハ 出血ガ殆 ド必登症候 トセラ
　

ル。就 中我國 二於 テ贋 覧見 ル肺 「ヂ禾 トマ」二因

スル喀 血 ノ如 キハ、 ソノ特 色淡 ニ ヨリテ容 易島

鑑 別 シ得 ル揚合多 シ ト難、時 トシテ肺結核 ノ熔

血 ト嘔別 シ得ザ ル コ トモ ア リ。若 シ老人 ニ シテ

肺動脈 硬化 ノ爲 二喀血 スル時 ハ、之 ト肺 結核喀

血 トノ鑑 別 ハ頗 ル困難 ニ シテ、 コノ場合肺症 欣

テ参酌 シテ推 定 スル ヨ リ他 島方法 ナ シ。 ソノ他

動脈瘤 ガ氣管枝 内 二破裂 シテ喀 血 スル如 キ場合

ニハ、豫 メ動脈瘤 ノ存 在 テ知 ルニ非ザ レバ、 ソ

ノ診断 ハ殆 ド不可能 ナ リ。 叉 「ヒステ リー」患者

ガ血液 ノ混 ゼノヒ唾液 テ見 テ喀血 ト訴 フル コ トア

リ。或 ハ「ヒステ リーj患 者 二非 ズ シテ、 ロ腔b

鼻 腔、.咽頭等 ヨリ ノ出血 テ見 テ喀 血 ト誤 ル コト

モ稀 ナ ラズ。就 中鼻出血 ガ咽頭 ラ経 テ下 リ、 ソ

レテ喀出 セル時 二喀 血 ト誤 ル コ トハ屡 ㌃経駿 ス

ル虎 ナ リ。 更 二注意 スペ キ ハ 吐血 トノ匿 別ナ

リ。 吐血 トハー見何等 ノ困難 ナ ク シテ鑑別 シ得

ラル ・如 クニ シテ而 モ容易 ナ ラザ ル場合多 シ。

教科書 ノ教 フル虎 二依 レバ、喀血 ハ咳歎 ラ俘 ヒ、

ソ ノ色鮮紅色 テ呈 シ、 「アル カ リ」性
、流動性 ニ

テ、空氣泡沫 ラ存 シ、 食物残 渣 テ混 ズル コ トナ

ク、 出血後 ノ大便 二何等璽 化 ナキニ反 シ
、吐血

二於 テハb咳 噺 テ件 ハズ、 ソ7.色 暗 赤色乃 至黒

褐色 テ呈 シ・多 クハ酸性、凝 固性 ニ シテ、室氣

泡沫 テ存 セズ、 食物 残渣 ラ混在 シ、 出血後 ノ大

便 ハ黒色粘土様 二憂 ズ ル トイフ如 ク明 カニ踵別

ス レドモ、實際 二當 リテハ
、 カ クノ如 ク簡軍 二
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目的 ラ達 シ得 ル コ ト少 シ。例 ヘバ喀血 轟テモ時

二嘔吐 ラ俘 ヒ且 ツ胃 ノ内容物 子混 ズル コ トモ ア

リ、叉喀血 ノー部 テ囎下 シテ再 ピ之 ラ吐出 スル

コ トモ ア リ。之 ト反封 二吐血 ニテモ咳轍 テ起 シ、

血液 ガ吻 軟 ト共 二喀 出 セラ レ、袷 モ喀血 シタル

如 キ感 ラ奥 フル コ トア リ。

尚更 二喀血 ガ果 シテ結核性 ナ リャ或 ハ非結核 性

ナ リヤハ、勿論喀痕検査 ニ ヨ リ、或 ハ肺臓 ノ理

學 的乃至X線 検査 ニ ヨ リテ確 定 スVN"キナ リfi然

レ ドモ喀血 乙・最 モ多 ク肺結核 二基因 スルモ ノ轟

シテ、 ソノ80乃 至90%或 ハ ソレ以」ソ・結核性'

ナ リトイハル。

故 二喀血ハ肺 結核初 期 ノ最 モ重 要 ナル症候 ノー

ニ シテ、 之 ニ ヨリ初 テ肺 結咳 ノ存在 テ疑 フ場合

多 シ。 …

余 ハ肺結核 ノ最 モ著 明且 ツ重要 ナル徴候 ノー ニ

シテ、 俗間 二於 テ最 モ嫌悪恐怖 セラル ・,コノ喀

血 二就 キ、種 々ナル方向 ヨ リ之 ラ観察 シ、 先人

ノ此 ノ種 ノ観察報告 ふ封照比較 シ、以 テ喀血 ら

封 スル認識 テ新 ニセ ン ト試 走タ リ。

サ レド材料 トシテ用 ヒタルハ、昭和2年 ヨリ昭

和8年 二至 ル満7年 間 二於 ケル、小野寺内科 入

院肺結核患者 ノ中、95人 ノ喀血患者 ニ シテ、 ソ

ノ例教極 メテ少 ク、 爲 二統 計的観察 ト構 スル ニ

足 ラザル憾 ミナシ トセズ。

第一項 肺 結核 二因ル喀血 ノ頻度

肺結核患者 ノ中、 ソノ幾何 ガ喀血 ラ來 スカバ、
●

各観察 者 ニ ヨリテ甚 シク異 リテー致 セズ。或 ハ

79%、55%Mヒ 、 或 ・・25乃 至30%ナ リ ト

報告 ス。 山田氏 ハ初期喀血 ハ全肺結核患者 ノ約

15%二 來 リ、初期喀血後、喀血 テ繰返 スモ ノハ

約56%ナ リMヘ リ。 カ ク ノ如 ク 撒値 ノ甚 シ

キ不定 テ來 ス理 由ハ種 々 アルベ シ。例 ヘバ問診

スル醤師 ノ不注意 ニ ヨ リ、或 ハ又假 二醤師 ガ充

分 ナル注意 ノ下 一 血疾 ノ有無 テ問診 シタ リト

難、患者 自身 ノ血疾 二封 スル無關心、或 ハ結 核

二封 スル恐怖 ノ爲 一、到底満足 ナル結果 ハ得 ラ

レザルベ シ。即 チ相 當量 ノ出血 ア・リテ、誰 ガ眼

ニモ喀血 ナル コ ト明 カナル場合 ニへ 議 論 ノ絵

地 ハナケ レ ドモ、 極 メテ少量 ノ喀血殊 昌血疲 ノ

程度 昌於 テへ 無 關心 ナル患者 ハ何等之 昌注意

セザ ルペ 久 又或者 ハ醤師 二語 リテ肺結核 ナ リ

ト宣 告セ ラル ・ラ恐 レ、或 ハ恥 ヅル氣持 ヨリ、

故意 二否定 スルカ、或 ハ之 テ鼻出 血叉 ハ歯鹸出

血 トシテ葬 リ去 ラ ントス。}

伊 藤 氏ハ、 小野 寺内科外來肺結核患者 ノ多激 二

就 テ観察 シ、血艇喀 出奉 ハ10・7%ナ リ ト1ヒb

此 ノ患者歎 ハ充分控1ヨ ニ見 タル激字 ニ シテ決 シ

テ過大 ナル比奉 二非 ズ、若 シ吾人 ガ更 二深 ク患

者 ノ内面 二立 チ入 眺テ、血艇 喀出 ノ有無 ラ聴 ク

カ、 又ハ進 ンデ検艇 ノ勢 力 テ費 セバ、 此 ノ比李

ハ3倍 以上 二達 スベ シ トfヘ リ。'#

余 ノ場合 二於 テハ、494人 ノ肺結核患者 ノ 中喀

血 シタル者95人 ニ シテ、 從 ツテ 喀血李 ハ19・2

%ナ リ。此 ノ鍬字ハ.伊 藤 氏 ノ統 計 二表 ハサ レ

タルモ ノニ比 シ、遙 カニ實 撒 二近 キモ ノナルベ

シ・何 トナ レバ、余 ノ場合 ニハ γノ全部 ガ入院

患者 ニ シテ,既 二己 ノ肺結核 ナル コ トテ自覧 シ、

之 テ療 養 セ ン トノ固 キ決 心 テ有 スル モ ノ多 キ

ト、 又或期間腎師 ノ監督下 二在 リテ,ソ ノ観察

ノ嚴密 ナ リ貼等 ヨ リ、前 二塞 ゲ タル如 キ誤 リノ

生 ズル理 由少 ケ レバナ リ。

第 二項 喀 血 ノ男女 性別及 ピ年齢的 關係!

伊 藤 氏 ハ喀血患者 ノ約牛歎 二於 テハ20歳 以上

29歳 迄 ノ間 二在 リ、而 モ ソノ中初期喀 血者 ト見

倣 サル ・37人 中此 ノ年齢 二屑 スルモ 〃 ・、63.6

%ノ 多激 テ算 シ喀 血 テ土 壷 トシテ眺 ム レバ、

此 ノ年齢 ハ危瞼 ノ年 齢 ニ シテ叉治癒 傾向 ノ大 ナ

ル時期 ナ リ 回 フ。更 二同氏 ハ喀血 テ男女 別 二

観察 シテ、332人 ノ喀 血患者 ノ中、 男子175人

二封 シ女子 ハ57人 ニ シテ、コハ統 計 二表 ハ レタ

ル男 女雨性 メ結 核罹 患李 テ超過 シテ、男子 ノ喀

血患者 多 シ トィフ。

又山田氏 ハ、年齢 モ喀血 ノ頻度 卜關係 テ有 シ、

7歳 未満 ハ甚 グ稀 ニ シテ、15歳 未満 ニハ比 較的

少 久15歳 乃至40歳 迄 二最 モ多 ク、就 中肺結

核 二罹 患 シ 易キ 青年者 一 於 テ 多撒 テ占 ム トイ

ヒ、叉男子 ハ女子 二比 シテ多 シ ト報 告 セ リ。
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第8表 喀血ノ男女性別及ビ年齢的欄係

男 子 女 子

年齢 患竺圭讐 脚 鉗勢魁劉 匙 岬1恵綱
15-19歳

20-29

30-39

40-49

50歳 以上

纏 敬

36

130

53

31

18

268

5

徳

一14

一6

一2

一70

13.9%

33.1

26.4

19.4

11.1

26.1

54

107

43

17

5

226

余 ハ95人 ノ喀血患者及 ピ更 ニ ソノ喀血翠 テ、男

女別及 ピ年齢別 二観察 シテ、第8表 二示 ス如 キ

成績 ラ得 タリ。

此 ノ表 二示 ス虎 二依 リテ明 カナル如 ク、男子 ノ

喀血患者 ハ女子 ノソレニ比 シテ渣 カニ多 久 約

3倍 二相當 ス。

而 シテ喀 血患者 ノ中、最 モ多 キへ20歳 乃至29

歳 ノ者 ニ シテ全喀血患者 ノ牛以上 テ占 メ、次 デ

著 シク減 ジテ、30歳 乃 至39歳 、15歳 乃 至19

歳 、40歳 乃 至49歳 ノ順序 ニ シテ、50歳 以上 一

至 レバ更 二著 シク減少 ス。 カクテ15歳 ヨ リ39

歳 迄 ノ者 ハ全喀血患者 ノ大部 分(88.4%)テ 占

ムo

男子喀血患者 二於 テ最 モ 多 キハ、勿 論20歳 ヨ

リ29歳 迄 ノ者 ニ シテ、全男子喀血患者 ノ約3分

ノ2テ 占 ム。

次 デ多 キハ著 シク減 ジテ、30歳 乃至39歳 ノ者

ニ シテ他 ハ極 メテ少撒 ナ リ。

又女子喀血 患者 二於 テモ最 モ多 キへ20歳 ヨリ

29歳 迄 ノ者 ニテ、全 女子喀 血患者 ノ約 牛敷 テ占

メ、他 ハ極 メテ少歎 ニ シテ、50歳 テ越 エ テ喀血

シタル者 ナ シ。

更 二喀血李 テ各性及 ビ各年齢 二就 テ観 レバ次 ノ

如 ク、即 チ全禮 ノ喀血李 ハ、第一項 二於 テ述 べ

シ如 ク、19・2%ニ シテ、就 中男子 二於 テハ26.1

%ニ シテ女子 二 在 リテハ11・1%ラ 示 ス。 是伊

藤氏 ガ外 來肺結核患者 二就 テ得 タル統 計的成績

二於 ケルガ如 ク、 男女 ノ肺結核罹 患李 ラ超越 シ

テ、男子 ノ喀血李 ハ女子 ノソレニ比 シテ遙 カニ

高 ク約2・5倍 二相當 ス。

』

12

一』

3

一〇

一25

9.3%

11.2

11.6

17.6

0

11.1

go

237

96

48

23

494

女 倉 計
}▼-r暉 一 一 層一r[■四}一 　

零血釧 昭蝉
10 11・1%

55
伊

23.2

19 19。8、

9 18.8

2 8.6

95 19.2

全禮 トシテ喀血章 ノ最 モ高 キハ,.20微 乃 至29

歳 ノ者 一 シテb次 デ30歳 乃 至39歳 、40歳 乃 至

49歳 、15歳 乃 至19歳 ノ順 序 一;.シテ、50歳 ラ越

ユ レパ著 シク減少 ス。

男子=於 テノ・b20歳 乃 至29歳 ノ者,最 モ喀血

率 高 ク、次 デ30歳 乃 至39歳 ノ者 ニ シテ、之 …e

次 デ遙 カニ低下 シテ40歳 乃至49歳 、 更 二著 ク

低下 シテ15歳 乃至19歳 、50歳 以 上 ノ順序 ナ

リ。

又 女子 二在 リテ、喀血率 ノ最 モ高 キ年齢 ハ.40

歳 乃 至49歳 、 次 デ30歳 乃 至39歳 、20歳 乃 至

29歳 、15歳 乃至19歳 ノ順序 ニ シテ、50歳 ラ越

エテ喀血 シタル者 ナ シ。

是 テ要 スルニ、男子 ノ喀血患者ハ女子 ノソレ昌比

シテ遙 カニ多 久 約3倍 二相當 ス。而 シテ20乃

至29歳 ノ者 ハ纏 喀 血患者 ノ牛薮以 上(57.9%)

ラ占 ム。

.第 三項 喀 血 ノ量

肺結核 ノ喀血 一ハ初期喀血 ト晩期喀 血 トア リ。

初期喀血 ノ多 クへ 肺實質性 出血 ニ シテ、肺臓

ノー部 二炎症 ア リテ充血 セル爲、 血管 ヨリ血液

ガ浸潤 シテ肺胞 内 二出 デ、 少量 ヅ ・出血 スルモ

ノ轟 シテ、一般 二喀血 スル量 モ少 ク、或 ハ喀疾

二鮎朕若 クハ線状 トシテ現 ハ ル ・モ ノナ リ
。晩

期喀血 へ 殆 ド常 二空洞壁 血管 ノ破 裂 二因 ルモ

ノニ シテ、 ソ ノ量 ハ初期 喀血 ノ場合 二比 シテー

般 二多 シ。

元 ヨリ喀 血 ハ出血 シタル全量 二非 ズ シテ、 ソノ

ー部 ハ或 ハ室洞内又 ハ氣 管枝丙 二残 留 シテ
、敦

日二亙 リテ喀 出 セ ラレ、或 ハ嚥下 セ ラレテ腸 ヨ
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り排泄 セラル ・コ トア リ。或 ハ鮎状線撒 ラ成 シ

テ喀庚中 二混 ジテ出 デ、或 ハ純 血液 トナ リテ出

ヅル等 ソ ノ量 ハ種々 ニ シテ、時 昌一立或 ハ ソレ

以上二及 プ コ トモア リ。 サ レ ド喀血 ハ假 令大量

ナ リト難 ソ,爲 二失血死 ヲ致 スハ極 メテ稀 ニ シ

テ、文獣 ノ示 ス虎 二依 レバ、李均0・1乃 至0・2

%二 過 ギズ。之 ハ主 トシテ肺結核 ノ末期 二來 ル

モ,ニ シテ、所謂晩期 喀血 ナ リ。多量 ノ出血 ハ

肺臓 ノ小血管壁 ガ結核性病機 ニ ヨ リテ破壌 セラ

レ、途 二腐蝕 セ ラレテ起 ル。更 二多量 ノ出血 ハ

室洞 内二於 テ肺動脈 ノ分枝 二生 ジタル小動脈瘤

ノ破裂 スルニ因 リテ起 ルモ ノニ シテ.カ ・ル場

合ニハ失血 ノ爲 二死 ラ來 スコ トアレ ドモ、多 ク

ノ場合 二於 テ、 一度 ノ出血 ニテ生命 二危瞼 テ及

ボス如 キ コ トハ極 メテ稀 ナ リ。

喀血 ノ場合 ニハ、 ソ ノ出血量 ハ常 二過大 二見積

ラル ・モ ノニシテ、叉如何 ナル程度e少 量・トシ、

或 ハ大量 ト稻 スベキ カ、 ソ ノ限界 ヲ定 ムルハ甚

ダ困難 ナ9。 患者 ハ殊 二純 血液 ノミ喀血 スル時

へ 多 クノ場 合驚愕 ノ饒 リ大量 出血 ト告 グルモ、

ノナ レ ドモ、事實 ハ敷琵 二過 ギザル コ ト多 シ。

純 血液 トシテ出血 シタル場 合 二於 ケル患者 ノ申

告 ハ、或 ハ盃 一杯 トイヒ、或 ハ「コツプ」牛 分 ト

{フ ガ如 ク甚 グ漠 然 タルモ ノナ リ。余 ノ集 メ タ

ル95人 ノ患者 二就 テ是 ラ親th二 、歎 字ヴ以 テ表

ハ シタルへ 主治醤 ノ親 シク親察記載 セル慮 ナ

ルA'sク、 最小2耗 ヨリ最大150耗 二及 ブ。 ソ,

他 患者 自身 ノ申告 セル虜 ハ種 々ニ シテ、軍 二少

量、大量 テ以 テセルモ ノ比較的多 ク、 小 ハ或 ハ

梅干大盃1杯 ヨ リ、大 ハ或 ハ茶椀牛分、湯呑1

・杯
、或 ハ「コツプ」1杯 等 テ以 テ出血 ノ量 テ表 ハ

サ ン トス。

余 ハ、敷 字 テ以 テ或 ハ容器 ラ以 テ、比較 的明 カ

ー;ソノ量 テ示 シタル喀 血患者88人 二就 キ、ソ ノ

喀血・量ラ 分類 シテ、 血疲喀 出者35人 、 少量喀

血者15人 、 中等 量喀血者12人 、大 量(100耗 以

上)喀 血者26人 テ得 タリ。伊藤氏 ハ、盃 牛杯以

上 ノ量 テ出血 シタル 者 ハ線 喀血患者 ノ14・2%

二相 當 ス トイヘ ドモ、余 ノ場合 二於 テハ、 ソノ

程度 ノ喀血患者 ハ牛傲以上 轟及 ピタ リ。 是、外

來患者 ト入院患者 昌於 ケル、病璽 ノ程度 ノ差 二

蹄 セ ラルベ キモ ノナルベ シ。

次 デ喀 血 ノ同蹴モ只1同 一テ止ム コ・トアリb叉

甚 シキハ無数 二反 復襲來 スルコ トア リ。伊藤氏

ハ盃 掌杯以1ソ 出血 ガ日テ近 ク シテ2同 績 キタ

ル例 ハナ 久 観 日ハ軍 二凝塊 二過 ギズ、大量 出

血 テ2度 、3度 繰返 ス例 ラ認 ソ ズb外 來患者 ト

シテノ統計 二現 ハ レザルハ至常 ナ リF4ヒb叉

併 シ量的 開係 ヲ無覗 シテ、軍 二反復 シテ出血 シ

タル例 ハ、 糖喀血 患者 ノ21・2%二 相 當 ス トイ

ヘ リ。余 ノ入院患者 二就 テ ノ観察 二依 レパ、余

ノ所謂大量 ノ喀血 ラ2同 績 キテ繰返 シタルモ ノ

3例 ヲ認 メタ リ。而 シテ叉量的關係 テ度外覗 シ

テ軍aJ文 復 シテ喀血 シタルモ ノハ、35人 ニ シテ

喀血患者線激 ノ36・8%二 相 常 ス。

第四項 喀血 ノ豫後

喀血 ハ、肺結核 ノ如何 ナル時期 二於 テモ來 リ得

ルモ ノニ シテ、病攣 ノ軽重、性質 ノ良否 トハ無

關係 ナ リ。而 モ初期喀血 ハ豫後往 々良好 ナ リ、

コハ解剖學 的 ニハ説 明 シ得 ザ ル虎 ニ シテ、恐 ラ

ク患者 ガ喀 血 二恐怖 シテ、 早期 二療 養 二專 心 ス

ル爲 ナルペ シトハ、前 二既 二述 ペ タル盧 ナ リ。

サ レド大喀血 ガ厘 篭反復 スル如 キ場合 ニハ、 ソ

ノ豫後慨 ネ不良 ナ リ.併 シ大喀血 ノ直後死亡 ス

ル如 キコ トハ、極 メテ稀 ニ シテ、 ブ レー メル氏

ハ14㎜ 例 中14例 二於 テ、又 シュチツケル氏 ハ

900例 中4例 二於 テ 之 ラ見 タルニ過 ギズ。 山 田

氏 モ、未 グ嘗テ大 喀血 ソレ自身 ニテ直 チニ発 レ

タルモ ノラ知 ラズ ト弩フ.

余 ハ95人 ノ 喀血患者 テ ソノ豫後 ニ ヨリテ 分頽

シテ、豫後良好 ナル者46人(中 臨林 的全治者6

人 、輕快者40人)、 豫後不良 ナル者49人(中 死

亡者20人 、病状不鍵 者29人)テ 得rタ リ。

即 チ全治者及 ビ死 亡者共 二、縮全治 者及 ピ糖 死

亡教 ノ約4分 ノ1二 相 當 ス。而 シテ全肺結核患

者 ノ豫後 ≒於 テハ、ソノ良好 ナル者 多 キニ反 シ、

喀血患者 二於 テハ豫後不良 二屡 スル者多 シ。是

余 ノ観察 セル喀血患者 ノ中 ニハ、所謂晩期喀血
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患者 二贋 スル者比較的多 キ鵠 ナルペ シ.

第 五項 喀血 ト氣候 トノ關係

肉龍 的過勢 、精肺 的興奮、劇 シキ咳漱綾作 、便

通 時 ノ怒責、 高聾 ノ談話、 界飲暴食、胸部打 撃

等 ハ、何 レモ喀血 ノ誘 因 トシテ考 ヘ ラル ・慮 ノ

モ ノナ リ。

是等 ノ誘 因 ∴次 デ喀血 ト大 ナル關係 ア リ ト目サ

ル ・モ1ハ 氣候 ナ リ。

氣候 ラ形成 スル要崇 ハ、温度,漁 度、氣齪、 口

光、風雨等 ニ シテ、 コノ中人髄 昌最 モ影響 ラ及

ボ スモ ノハ、温度 ト漁度 ナ リMフ 。'

一般 二肺結核 二封 シ
、最 モ理想的 ナル氣候 ハ、

乾燥温暖 二●シテ、反封 二淋潤寒冷 ハ最悪 ノ氣候

ナ リ。 コ ノ間 晶漁潤温暖 ト、乾燥寒冷 ナル氣候

ガ存 ス。

温度 及 ビ漁度 ガ肺結核 二及 ボス作用 ノ概 略 ヲ述

ブ レバ次 ノ如 シ。自ロチ

寒冷 ナル氣候 ハ人盟 二封 シテ刺戟 的 二作 用 シ、

比較的軽症 ナ ル 肺結核患者 ニ ハ 興奮作 用 ラ呈

シ、食慾 ラ壇進 セ シぞテ有敷 ナ レ ドモ、重症患

者殊 二有熱患者 ニハ、寒冷 ノ刺戟 ニ ヨリ咳漱 ラ

頻登 セシム。

温暖 ナル氣候 ハ人饅 二封 シテ弛緩 的 二作 用 シ、

爲 二倦怠、頭痛、食慾減退等 テ來 シ易 ク、從 ツ

テ肺結核患者 二封 シテへ 好氣候 トイフテ得 ズ。

漁度 モ或程度迄 ハ必要 ニ シテ、之 ニ ヨリテ瀞経

ラ鎭静 シ械疾 ラ促 ス敷 アレ ドモ、漁度高 キニ過

グ レバ、皮膚 ノ蒸嚢 テ妨 ゲ喀血 テ誘登 ス。

乾燥 セル氣候 ハ人盟 ノ機能 テ充進 セ シムル モ ノ

ナ レドモ、咳漱 テ誘爽 シ易 シ、喀疾 ハ却 ッテ減

少 スル コ ト多 シ。

室氣稀 薄 ナル高 山地 方 ノ氣候 ノ人禮 二及 ボ ス主

作用 ハ氣歴 ノ減少 二因 リテ起 ル璽化 一 シテ、結

果 ハ新陳代謝 テ旺盛 ニ シ、 食慾 テ増進 スル。 サ

レ ド重症 ナル結核 患者殊 皇喀 血 ノ傾 向 ラ有 スル

者 ニハ適 セズ。

最後 二海濱氣候 ハ、氣歴 ノ高 キコ ト、空氣 ノ流

動 良好 ナル コ ト、氣 温 ノ激慶 少 キコ ト及 ピ漁 度

ノ高 キ コ ト等 テ ソノ特徴 トシ、人艦 二及 ボス作

用ハb紳 縄 チ刺戟 シテ新陳代謝9旺 盛=X。 サ

レ ドソノ作 用 ハ、 身髄薄弱 ナル肺結核 患者 昌勤

シテハ彊 キ轟過 ギ、屡 篭食慾訣 乏、不 眠、喀血

ノ原因 トナル コ トア リ。殊 昌梅 雨 ノ候 由テ、滋

度 ト酷 暑 トー時 昌襲 來 スル頃 ハ,患 者 ノ禮力 ラ

弛緩 セ シメ、喀血 ラ頻搬 シ、 アラユル危害 テ病

盟 晶及 ボ スモ ノナ リ。

以」二述 プル盧 二依 リ、氣候 ノ肺結核 二及 ボ ス影

響 ノ概 略 ラ察知 シ得 ベ ク,又 喀血 テ誘登 ス々要

崇 ノ存在 スルコ トモ略明 カナ リ。 サ レド氣歴,

温 度、淵渡 等 ソノ何 レガ喀 血 二勤 シ、直接 昌影

響 ラ及 ボ スカバ、未解決 ノ問題 ナ リ。

例 ヘバ、或 者 ハ氣歴 ノ著 シキ璽動 ガ喀 血 二醐係

テ有 ス トイヒ、或 者 ハ氣 展 ノ髪 化 ヨリハ寧 ロ室

氣 ノ比較 的漁 度 が影#ラ 及trスHヒ 、更=或

者 ハ氣歴及 ピ空氣 中漁度 ノ大愛 動 ハ、血液凝固

性 テ下降 セ シムHフ ガ如 ク、喀 血 卜氣象 トノ

關係 二就 テハ諸設庭 々 タリ。

從來疾病 ト氣候 トノ關係 二就 テハ除 リニ注意 セ

ラ レズ、 ソノ文獣 モ甚 グ少 久 コノ部門 ハ未 グ

學術的艦 裁 テ完備 スルニ至 ラズ。 サ レ ド近來漸

クコノ方面 二注 目 スル者多 ク,今 ヤ署學 的氣候

學 ハ勃興 ノ機運 二向 ヒツ ・アリ。

余 モ亦 卒素此 ノ方面 二興 味 テ感 ズル モ ノニ シ

テ、喀血材料 テ得 タルコ ノ機 含 二、 ソノ氣象 ト

ノ開係 テ知 ラン ト試 こタ リ。

余 ノ用 ヒタルへ 小 野寺 内科 入院喀血患者95人

=就 キ得 タル147例 ノ喀血 ナ リft同 一患 者 ニテ

2同 以 上反復喀 面 シタル如 キ場 合 ニハ、第1回

ノ喀血及 ピ ソノ喀血全 ク止 ミテ,久 シキ時 日テ

隔 テ ・喀 血 テ繰返 シタル時、 即 チ新 シキ喀血 ト

見倣 サル ・モ ノテ探 リテ147例 ラ得 タル ナ リ。

然 レドモ余 ノコ ノ試 ミタル ヤ、 ソ ノ材料 ノ極 メ

テ少 キ ト、且又喀血時、 刻々 ノ氣 巫、漁度 等 二

非 ズ シテ、軍=ソ ノ日1日 中 ノ李均 氣歴及 ピ温

度等 ラ以 テ追究 シタル モ ノナ レバ、勿 論正鵠 テ

期 スル テ得 ズ。又何等確定 的 ノ結 果 ハ得 ラレザ

ルベ シ トi碓・此 ノ種研究 ノー助 トモナ ラバ
、余

ノ満 足 ト・スル慮 ナ リ。
【.
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第1目 喀血 ノ季節 的關係e'i

喀血 ガ或季節 二殊 二屡 篭來 ルハ、吾 々臨休醤家

ノ経験 スル虎 ニ シテ、我國 二於 テハ春 ヨリ夏 ノ

候 二最 モ多 ク、秋 ヨ リ冬 二亙 リテハ比較的少 シ

Mハ ル。山田氏 ハ、季節 ハ喀血 ノ頻 度 ラ左右

スルモ ノニ シテ、地方的關係 ニ ヨリテ季節 ハ異

ル テ以 テー・慨 二之 テ イフテ得 ザ レ ドモ、初春(2

月、3月)及 ピ初 冬 α1月 、12月 》二多 シMフ 。

伊藤氏 ハ232人 ノ喀 血 テ季 節的 二分類 シテ、春

季及 ピ冬期 二於 テ最 モ多 ク、秋季 ハ最 モ少 シト

イフ。 同氏ハ更=喀 血 テ月別 二分 チテ、1月 、

8月 、3月 、4月 二於 テ殊 二多 シトイヘ リ。

余 ハ147例 ノ喀血 テ季節的及 ピ月別 二分類 シテ

第9表 二示 ス如 キ成績 テ得 タ リ。(曲 線参 照)

第9表 喀血 ノ季節的關係

喀i季!喀血}季1喀i
月 牌
節庸1劇 節噛

+二l

l1㍉321胡ll夏
・2入 司 ・9

121

26+月1・6

14,

例
敷

各月二於クル喀血例

月 百 言 穿 音 秀 蒼 分 穿 言
+
ρd

±
忍

即 チ喀血 ハ夏季 二最 モ多 ク、次 デ秋季 、冬季 ノ

順序 ヨ シテ春季 二於 テハ最 モ少 シ。又 之 テ月別

二観 レバ、8月 、6月 、10月 ・月 二於 テ殊 二多

ク見 ラル。之 二次 デ多 キ・・、11月 、12月 、2月 、

9月b7月 、4月 ノ順序 ニシテ、3月 、5月 、

1月 一一ハ殊 二少 シ。是伊藤 氏 ノイフ虎 トモ、山

田氏 ノ報 告 スル慮 トモ異 ル。故 二喀血 ト季節乃

至氣候 トノ間 ニハ何等 ノ關係 ナキカ、或 ハ氣候

ノ個 々 ノ要素即 チ氣 象 トノ間 二何等 カー定 ノ關

係 アル ニ非 ズ ヤ。

第二 同 喀血 卜氣巫 トノ關係

デ"ト ワイ レル及 ピプルー メンフ.ル ト氏 へ 或

季節 二多撒 ノ喀血患者 テ出 スハ、氣歴 昌著 シキ

璽動 アル時 ナ リ トイヒ、山田氏 ハ氣巫 ガ急 二降

リ、 ソレガ元 二復 セ ントスル時 二多 ク喀血 スル

如 シ トィフ。 叉 シュテヘ リン氏 ハ 氣巫及 ピ室氣

漁度 ノ大璽動 へ 血液凝 固性 ラ下降 セ シムルモ

ノナ リトィヘ リ。

是 昌依 リ、氣座 ト喀 血 トノ間 一。ハ.何 等 カノ關

係 アリ、 而 モ氣歴 ノ愛動 ガ喀血 二封 シ影響 テ及

ボスモ ノ ・如 シo

余 ハ147例 ノ喀 血 二就 キ、氣歴 トノ間 二何等 カ

ノ關係 テ褒 見 セン ト試 こタ リ。 サ レ ドソノ例 教

少 キ ト、時 々刻 々 ノ氣歴 二非 ズ シテ、1日1李

均氣歴 テ標準 トシタ レバ、 ソノ結 果 タル ヤ到医

正鵠 ラ期 スル能 ハザルベ シ。

第1・ 喀血 ハ氣歴 ノ高 キ日 ト低 キ日 ノ何 レニ於

テ多 ク來 ルカテ知 ラン トセ リ。

先 ヅ、喀血 日 ノ氣座 テ、 ソノ月 ノZF均 氣座 ト比

較 シタル結果、氣歴 ガ ソ1月 ノ李均氣歴 ヨリ高

キ日二喀血 シタルモ ノ80例.低 キ日二喀血 シタ

ルモ ノ67例 テ得 タ リ。

次 デ喀血 日氣座 ノ、 ソノ前後 ノ氣座 二封 スル高

低關係 テ更 二正確 ニセ ン爲.喀 血 日前後20H間

ノ李均氣歴 ト比較 シタル結 果、 ソノ氣巫 ガ前後

20日 間 ノZF均 氣 巫 ヨリ高 キ日二喀血 シタルモ ノ

83例 、反封 二低 キ日二 喀血 シタルモ ノ64例 テ

得 タ リ。

即 チ ソノ何 レノ場合 二於 テモ、4三均氣巫 二比 シ

高 キ氣歴 ノ日二喀血 シタルモ ノ多 ク、是 二依 リ

テ、氣歴 ノ比較的高 キ日二喀血 シタルモ ノ多 シ

トイフテ得 ベ シ。

第2.喀 血ハ氣腿 ノ 比較的安定 セル日 卜、動揺

セル日 ノ何 レニ多 ク來 ルヵラ知 ラン トセ リ。

氣 温、氣歴、{黒度 ラ以 テ毎 月 ノ氣 象圖 ヲ作製 シ、

之 テ標 準 トシテ、氣 座 ノ安定及 ピ動揺 テ匿別 セ

リ。即 チ ソノ前後撒 日間 ノ氣 歴 テ比較 シ、 日々

ノ李均氣厘iノ差 ガ数粍 二及 ベズ シテ、 ソノ前後



1蛉 … 川日零肺紹蝦呂蘭メル競瀞的畿察 【第14魯

敷 日間氣駆 二著 シキ 高低 ナキ時(氣 腿曲線 ノ水

李 二近 キ時)テ 、氣腿安定 ノ時期 ト假 定 シ、 ソ ノ

差 ガ敷粍以 上幽及 ブ時 ヲ氣歴動描 ノ時期 ト假 定

シ、此 ノ時期 二更 二種 々ノ程度 デ幅別 セ リ。

(1)数 日間 ニテ氣歴 ノ差 ガ傲粍以 上二蓮 人ル時

ラ、氣歴 ガ徐 々 三 ヒ昇或 ハ下降 入ル時期 トシ、

(2)数 日間 ニテ ソノ療 ガ10粍 以1ニニ 達 λル時

テ、氣歴 ガ梢 、急 二 翫昇或 ハ下降 人ル時期 トシ.

(3)1日 乃 至31・1二i'、 ソ ノ差 ガ10粍 以上.i

達 ス ル時 ラ急 二上昇或 ハ下降 λル時1明 ト假 定 セ

リn

(i鉱二掲 グル慮 ノ第一氣象 圖 二於 ケル喀血 日ハ、

此 較的氣歴安定 ノ時期 ニ シテ、 第二氣 象圖 二於

ケル喀 血 日へ 余 ノ所謂比較 的氣厭動揺 ノ時期

ノ例1ナ リ)。 ,

第一氣象圖(昭 和4年8月)

!e2フ4∫67〃 」7/V/ノ ノ2∠タノ4〃 〃!7〃 ∠ダ〃 〃 〃77""2S770r7Y7V7/

第二氣象圖k昭 和5年11月)

10234567'e9〃 〃 〃 ノ7〃!」f/6∠7〃 〃 〃 〃72Zヲ2Uガa27〃3Y

カ クノ如 キ假定隔 別 ノ下= .147例 ノ喀 血 ラ ソ

ノ日ノ氣撚 チ甚 トシテ分類 シタル結 果b氣 歴 ノ

比較的 安定 セル 時期 昌 喀血 セルモ ノ50例sシ

テ、動描 セル時期 鳥喀血 セルモ ノ97例 ナ リ。 コ

ノ中徐 々 轟慶動 ス ル 時期 昌 喀 血 シタルモ ノ48

例 ニ シテ、梢 篭急劇 二或 ハ急劇 二動惰 スル時期

"喀 血 シタルモ ノ49例 テ算 ス。

即チ余 ノ所謂氣腿動揺 ノ時期 鴇喀血,シ タルモ ノ

ハ、比較的 安定 ノ時期 二喀 血 シタルモ ノニ比 シ

テ多 シ。 サ レドソノ約 牛撒 へ 氣歴 ノ動嬬比較

的徐 々ナル時期 二喀 血 シタル モ ノナ リ。

更 二山田氏 ノイフ如 ク、 急劇 昌降下 シタル氣慶

ガ元 二復 セン トスル時期 二喀血 シタルモ ノ9例

ラ得 タ リ。

是 テ要 スル=、 氣1艇 ノ比較的 高 キ日二喀血 シタ

ルモ ノハ、比物 的低 ギ 日二喀

血 シダルモ ノニ比 シテ多 ク、

叉氣歴動描 ノ時期 二喀血 シタ

ルモ ノハ、比較的安定 ノ時期

二喀 血 シタルモ ノニ比 シテ多

シo

第=三目 喀 血 ト漁度 及 ピ

氣 温 トノ關係

温暖ナ ル氣候 ハ肺結核 二封 シ

特 別 二有数 ナル如 ク考 フル者

多 ケ レ ドモ、 コレ寒冒 ラ恐 ル

ル黒占ヨリ登 セ シモ ノサ ル ベ

ク、温暖 ナル氣 候 ハ人禮 二封

シテ弛緩 的 二作用 スルモ ノゐ

シテ、 ソ ノ爲 二倦 怠、食慾不

振 等 テ來 シ、肺結核患者 二封

うテハ良好 ナル氣候 トイフテ

得 ズ。又漁度 モ或程 度迄 ハ人

禮 ニ トリテ必要 ニ シテ、殊 二

肺結核患 者 ハ之 ニ ヨ リテ繍 脛

テ鎭静 シ怯疾 ラ促 ス等 ノ赦 ア

リ。 サ レ ド高 キニ過 グ レバ、

皮 膚 ノ蒸嚢 ヲ妨 ゲ、頗 ル有害

ナ ル作 用 テ及 ボス コ トハ銑 二
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述 ベ タ リ。更 二漁潤温暖 ナル氣候 ハ、人盟 テ弛

緩 セ シメ.漁 度高 ケ レバ喀血 テ誘搬 ス。故 二肺

結核患者 ノ喀 血ハ春季 ヨリ夏季 二及 ピ、空氣 中

ノ{黒度急 二檜進 スル ト共 二屋 亙襲來 スルモ ノニ

シテ、南 日本 ニテハ毎年4月 下旬 ヨリ喀 血頻 々

トシテ來 リ、所謂喀 血季 節 ラナ ス。 又梅 雨 ノ候、

海濱地方 二於 テ{熱度 卜酷暑 トー時 二襲來 シテ、

喀 血頻騒 スル コ トモ吾人 ノ縄験 スル慮 ナ リ。

聖控 ≧及 ピを≧上2之 ⊥ 亙ニ ド雨氏 へ 喀 血ハ

氣歴 ノ攣 化 ヨリモ、寧 ロ空氣 ノ比較 的漁度 二關

係 ス トィヘ リ。

是 テ要 スルへ 氣候 テ形成 スル氣象 ノ中、漁度

卜温度 トハ、 ソノ人盟 二及 ボス影響 頗ル大 ニ シ

テ、殊 二喀 血 二封 シテモ、何等 カ ノ關係 ラ有 ス

ルモ ノ・如 シ.

余 ハ余 ノ得 タル147例 ノ喀血 二就 テ、{黒度及 ピ

温度 トノ相封的關係 テ知 ラン ト試 ミタ リ。 サ レ

ド用 ヒタル{黒度及 ピ温度 へ 氣 歴 二於 ケル ト同

様 二、1日 中 ノ李均 一 シテ喀血時、刻 々 ノモ ノ

ニ非 ズ蔓而 モ戸外 ニ テ測定 セ シモ ノナ リ
。從 ツ

テ此 ノ結果 テ以 テ、一般 テ律 スル能 ハザルベ シ

ト難i、或 ハ雨者關係 ノー端 テ窺 フニ足ルベ シ
。

第1・ 喀 血 ラ季節的 二 分類 シテ、漁度 及 ピ氣温

トノ關係 テ知 ラントセ リ。結 果ハ次 二示 ス如 シ。

但 シ用 ヒタル礁度及 ピ氣温 ハ、昭和2年 ヨリ昭

和8年 二至 ル7ケ 年間 二於 ケルモ ・テ、季 節毎

二卒均 シタルモ ノナ リ
。

季節別ZF均 漁度 李均氣 温

冬

春

夏

秋

喀 血例

32例

26例

47例

42例

(%)
75.2

75.8

81.4

79.1

囁 氏)

6.0度

13.1度

23・8度

16.4度

帥チ絡喀血 ノ約3分 ノ2へ 漁度、氣温共二高

キ夏及 ピ秋 ノ季節ナリ。殊二漁度、氣温共二最

モ高キ夏季二於 テ最 モ多 ク、次 デ漁度、氣温共二

夏季 二次 グ秋季 二多 シ。之 二次 デ多 ク來ルハ、

漁度、氣温共二最 モ低 キ冬季 ニシテ、漁度、氣

温二於テ第3位 二在ル春季 二於 テ最 モ少 シ。但

シ冬季 卜春季 二於ケル漁度ハ殆 ド相等 シク.春

季 二於 テ極 ノテ僅 カニ高 シ。

是 ラ要 スル昌、概 シテ喀血 へ 漁度高 ク氣混亦

高 キ季笛 二多 ク來 ルモ ハ 如 シ。

更 一是 テ月別 二観察 ス レバ、漏度、氣温共 二最

モ高 キ月 一於 テ、喀血 ハ最 モ多 ク來 リ、叉雨 者

共 二比較的高 キ6月 二於 テ喀血数 ハ第2位 二在

リ。即 チ酷 暑 ト撚度 卜同時 二襲來 スル時 ハ喀血

モ多 シ。但 シ7月 二於 テハ喀血比較的少 シ。反

封=漁 度、氣温 共 二低 キ1月 、3月 二於 テハ喀

血最 モ少 シ。

第2・ 喀 血ハ漁度 ノ高 キ日 卜低 キnノ 何 レニ 於

テ多 ク來 ルカテ知 ラン トセ リ。

147例 ノ喀 血 日 ノ漁度 テ、 ソ!月 ノ平均撚度 ト

比較 シテ、高 キ日二喀血 シタルモ ノ76例,低 キ

日二 喀血 シタルモ ノ71例 テ得 タ リ。 即 チソ ノ

月 ノ中 ニテ{黒度 ノ比較的高 キ日二喀血 シタルモ

ノ僅 カニ多 シ。

更 二之 テ月別 二観 レバ第10表 二示 ス如 ク、多 ク
の

ノ月 二於 テへ 比較的{黒度 ノ高 キ日二喀血 シタ

ルモ ノ多 ケ レド、4月 、6月 、9月 、12月 二於

テハ比較的低 キ日二喀血 シタルモ ノ多 シ。

又之 二氣温 テ加 ヘ テ観察 ス レ ドモ、 三者 ノ間 ニ

ー定 ノ關係 テ認 メ難 シ
。
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第3.漁 度 ノ急劇 ナル愛動 ノ喀 血 一及ボ ス影響

テ知 ラン トセ リ。

即 チ氣 象圖 テ滲考 トシ、前 日及 ピ翌 日 トノ漁 度

ノ差5・0(%)内 外 ナルテ、{黒度 ノ攣動輕 度 ナル
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日 トシbソ ノー差ノ10・0内 外 ナルラ梢r急 劇 ナル

璽動 ノFlト シ、又15.0以 上 ナル ラ堕動 急劇ナ

ル 日 ト假定隔別 シ、147例 ノ喀 血 日ラ分顛 シタ

ル結 果ハ次 二示 ス如 シ。

漁度 ノ壁動幌度 ナル1-1・:喀血 シタルモ ノ73例

漁度 ノ堕動梢 篭急劇 ナル 日二喀 血 シタルモ1

46例

漁 度 ノ慶 動急劃ナル11二 喀血 シタルモ ノ28例

以 上ノ成績 二依 レバ、余 ノ所調撚度 ノ壁 動比較

的軽度 ナル目二喀 血 シタルモ ノ最 モ多 久 全喀

血 ノ約 牛数 テ占ム。次 デ梢 、急劇 二壁動 スル日

二多 ク、急劇 ナル璽動 ヲ示 ス日二喀血 シタルモ

ノ最 モ少 二。

第4・ 日々 ノ温 度較差 ト喀 血 トノ關係

温 度較差 トハ1日 中 ノ最高 及 ピ最低氣温 ノ差 ニ

シテ、 コ ノ値 ノ大 ナル程急劇 ナル氣温 ノ動揺 ア

リ。從 ツテ ソノ生禮 二及 ボ ス影響 モ張大 ナル理

ナ リ。

余 ハ147例 ノ喀血 日 ノ温度較 差e,ソ ノ月 ノ不

均較差 ト比較 シテ、高 舟較 差 ノ日二喀 血 シタル

モ ノ79例 、低 キ日s喀 血 シタル モ!68例 ラ得

タ リ。 即 チ1日 ノ氣 温 ノ愛 動比較的大 ナル日昌

喀血 シタルモ ノ多 シ。

以 上 テ糖括 スル コ ト次 ノ如 シ。

1.喀 血ハ瀦度、氣温共 昌高 キ季 節 二多 ク來 ル

モ ノ ・如 シ。

2・ ソ!月 ノ中 ・;テ撚度 ノ比較的高 キ日A喀 血

スルモ ノ僅 カニ多 シ。 サ レ ド之 昌氣温 ヲ加 ヘテ

観 察 スル時 へ 弓者 ノ間 ニー定 ノ關係 テ詔 ノ難

シ0

3・ 漁 度 ノ壁 動比較 的軽 度 ナル 日二喀 血スルモ

ノ最 モ多 ク、全喀 血 ノ約 牛教 ラ占 ム。

4・1日 中 ノ氣温 ノ動揺比較的大 ナル日=喀 血

スルモ ノハ、比較的軽度 ナル日 二喀血 スルモ ノ

ニ比 シテ多 シ。

第三章 結 論

1.男 子 ノ肺結核患者 ハ女子 ノソレヨリ多 シ。

2.20歳 毫 ノ患者 ハ最 モ多 ク、糖肺結核患者 ノ

48.0%テ 占 ム。40歳 テ越 ユ レバ著 シク減少 ス。

3.肺 結核 ハ比較 的、學虫 農 業者、會肚員、

看 護婦 二多 シ。

4.肺 結核患者 ラ苦 シムル症候 ハ、咳歎 テ最多

トシ、登熱 、全 身倦 怠感、喀疾、喀 血、盗 汗、

肩凝等 テソノ主 ナルモ ノトス。

5・ 肺結核 患者 ニ シテ、榮養 ノ障碍 セ ラレタル

モ ノハ、全肺結核患者 ノ3分 ノ1、 又頸 部細 長

ナルモ ノ及 ピ胸部扁李 ナルモ ノハ5分 ノ1二 過

ギズ。之 二反 シ皮膚蒼 白 ナルモ ノ及 ピ頬部潮紅

セルモ ノハ、然 ラザル モ ノニ比 シ温 カニ多 シ。

結核屑 テ有 スルモ ノ、鐘 ケ江氏徴候及 ピ胸部歴

痛鮎陽性 ナルモ ノハ比較的多 シ。

6・ 結核家 系 二属 スルモ ノハ、全肺結核 患者 ノ

4分 ノ1二 過 ギズ、他 ハ非結核家系 二屡 スル モ

ノナ リ。

7・ 肺結核患者 ニ シテ豫後良好 ナルモ ノハ、不

良 ナルモ ノニ比 シテ多 ク、軽快者 ハ全患者 ノ牛

撒 以 上二達 ス。

8・ 肺結核 患者 ノ死亡李 ハ17・4%ナ リ。 而 シ

テ女子 ノ死 亡李 ハ男子 ノソレニ比 シ稽 篭高 シ。

死 亡李 ノ最高 ・・15歳 ヨリ19】歳 ノ間 一 シテ、年

齢 ト共 二減 少 スル傾 向 ラ示 ス。

9・ 肺結核患者 二於 テ、俘腫 足背部 二出現 セパ

ZF均21日
、 手 二出現 セバ14日b顔 面 二出現 セ

バ10日 ニテ死 ス。

10・ 肺結核患者 二於 ケル 喀血率ノ・、19・2%ナ

リ。而 シテ男子 ノ喀 血患者 ハ女子 ノ約3倍 二相 .

當 ス。20歳 壷 ノ患者 ハ ・線 喀血患者 ノ57.9%

テ占 ム。

11・ 喀 血 ノ量 ハ種 々ナ レドモ
、血疾喀 出者最 モ

多 久 大 量 ノ喀血者之 二次 ギ、全喀血者 ノ29.5

%テ 占 ム。

12・ 量 的關係 ラ度外睨 ス レバ
、反復 シテ喀血 シ

タルモ ノへ 全喀 血者 ノ36・8%二 相 當 ス。

13・ 喀 血患者 二於 テ、豫 後不良 ナルモ ノハ
、良
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好 ナルモ ノニ比 シテ僅 カニ多 シ。

14・ 喀血 ハ、夏季"最 モ多 久 次 デ秋季、冬季

ノ順序 ニ シテ、春季 二於 テ最 モ少 シ。而 シテ8

月b6月 、10月 、11月 、12月 ノ順 序 ニ シテ、1

月、3月 、5月 ニハ殊 二少 シ。

15・ 喀 血ハ氣歴 ノ比較的高 キ日」多 ク來 ルモ ノ

ノ如 シ。

16.氣 歴 動揺 ノ時期=喀 血 シダルモ ノへ 比較

的安定 ノ時期 二於 ケルモ ノヨリ多 シ。但 シソ ノ

中 ノ約 牛鍬 ハ、動描 ノ比較的徐 々ナル時期 二喀

r㎞:ノ 々 ル¥ノ 十1)

17・ 概 シテ喀血 ハ、淋度、氣渦共 轟高 キ季節 昌

來 ルモ ノ・如 シ。

18・ ソ ノ月 ノ中 ニテ、撚度 ノ比較的高 キ 日二喀

血 スルモ ノへ 比較的低 キ日二喀血 スルモ ノ昌

比 シ僅 カニ多 シ。

19・ 漁 度 ノ墜動比較的軽度 ナル日二喀 血 シタル

モ ノ最 モ多 ク、全喀 血 ノ約 牛撒 テ占ム。次 デ梢 篭

急劇 二壁 動 スル 日二多 ク、急劇 ナル日二喀血 シ

タルモ ノ最 モ少 シ。

20・ 喀 血 ハ、1日 中 ノ氣温 ノ動揺 比較的急劇 ナ

ル日二多 ク來 ルモ ハ 如 シ。

文 獄

1)呉 建,坂 本恒雄,内 科書.2)橋 本節齋,新

内科全書.3)額 田豊,額 田晋,簡 明内科書.

4)原 榮,肺 病豫防療養教則.5)内 閣統計局,

日本帝國統計年鑑,(昭 和3年 一昭和7年).6)福

岡測候所,氣 象報告,(昭 和2年 一昭和8年).7)

金 子廉 次 即,實驗醫 報,16年,185號,(昭 和5年

3月).16年,183號,(昭 和5年1月).8)衛 生

局 豫 防課,結 核,5卷,5號,(昭 和2年5月).9)

山 田 基,實驗醫 報,13年,147號,(昭 和2年1月).

14年,164號,(昭 和3年6月).14年,165號,(昭

和3年7月).10)勝 矢俊一,診斷 ト治 療,臨 時

堆 刊,(昭 和8年11月).11)氏 原 佐 藏,東 京醫

事 新誌,2354號,(大 正13年2月).東 京醫 事 新誌.

2378號,2379號,(大 正13年7月).12)渡 邊

貞 恵,實驗醫 報,15年,177號,(昭 和4年7月).

13)篠 原 昌治,「 グ レ ソッ ゲピ ー ト」,第2年,第

1號,(昭 和3年).14)伊 藤 幸 雄,治 療 及處 方,

10年,108號,(昭和4年3月).15)田 中吉 左 衛

門,中 外醫 事 新 報,1101號.16)山 川 章 太朗,

診斷 ト治 療,臨 時増 刊,(昭 和8年11月).17)

緒 方 知 三朗,實驗醫 報,10年,116號,(大 正13年

6月).18)RGeigel,WetterundKlima.

19) Hayek, Das Tuberculose-Problem. 20) 
 Brugsch, Lehrbuch d. inn. Medizin. 21) 

Mering, Lehrbuch d. inn. Medizin.




